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■研究報告
ラオス北部におけるツバメ猟⽂化の⽣態・社会
的特性

佐々⽊ 恩愛 
京都⼤学 

⼤学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

1. はじめに
本研究は、ラオス北部で⾏われるツバメを対象

とした狩猟活動に着⽬する。渡り⿃であるツバメ
は、アジア域では東アジアで繁殖、東南アジアで
越冬する。このような季節性の⾼い資源を、⼈々
がこれまでどのように利⽤してきたのかというこ
とが本研究の問いである。 

ラオスで利⽤される野⽣動物は、経済学的側⾯
からはローカルに消費される”⾃給型”と、外部社
会向けの”国際商品型”に分けられ、また⽣態学的
な側⾯からは”普通種”と、”絶滅危惧種”ないし”希
少種”に⼤別できる（秋道 2005）。ラオスの⾃給型
の野⽣動物利⽤は、地域の⾷料資源になっている
ほか（Johnson et al. 2010; ⽻佐⽥・⼭⽥ 2017）、地
域住⺠の重要な⽣計⼿段となっており（Greatorex 

2016; Schweikhard 2019; Van Der Meer Simo 2019）、
⾷料、伝統薬、⾻董品などのほか（Banjade 2020; 

Davis and Glikman 2020; Kasper et al. 2020）、ラオス
の⼈々の社会慣⾏にも深く関わっている（Singh 

2010）。⽣存や現⾦収⼊以外の⽬的、つまり地域の
社会規範や⽂化的価値に基づく狩猟活動は、経済
の発展に関わらず、野⽣動物の狩猟や利⽤が維持
されやすい（MacMillan and Nguyen 2014）。このこ
とは、強い伝承性によって地域において重要な狩
猟活動であり続ける可能性がある⼀⽅で、資源が
減少しても狩猟が⾏われ続け、⽣物保全上での課
題ともなりうる。ラオスのツバメ猟に関する先⾏
研究では、⽣態系への影響が憂慮されることが報
告されているほか、シェンクワン県では年間推定

10 万⽻のツバメが狩猟されている可能性や、乱獲
に⾒えるが⻑い間続けられている特異性が指摘さ
れている（Evans et al. 2000）。以上のことから、⻑
い間⼤規模に⾏われてきたラオス北部のツバメ猟
に焦点を当て、ツバメとそれを利⽤してきた⼈々
や地域社会との関係の詳細から、ツバメ猟の⽣態
的・社会的特性を明らかにすることを本研究の⽬
的とする。 

2. 調査概要
2-1. 調査地

2024 年 9⽉ 17⽇から 10⽉ 28⽇にかけて、シ
ェンクワン県プークート郡にある PM 村で調査を
⾏った。PM村の村⻑によれば、200 年以上前に P

村、M 村、V 村の３つの村が合併し、現在の PM

村になったが、村⼈の中では、現在でも合併する
以前の３村の区分が明確に認識されている。本⽂
中では、現在の⾏政の最⼩単位である PM村の「村」
と、合併前の P、M、V の 3 つの区分を「地区」と
区別し表記する。PM村では、2024 年時点で P 地
区に 48 世帯、M 地区に 26 世帯、V 地区に 11 世
帯、全 85世帯（116家族）が居住していた。主な
⽣業は、稲作、家畜飼育、出稼ぎなどである。 

2-2. 調査⽅法
P 地区と M 地区に狩猟活動の調査エリア（以下、
「狩猟エリア」）を設定し、時間利⽤調査、捕獲数
調査、狩猟⽅法、消費、主⽣業に関する聞き取り及
び参与観察を⾏った。P 地区内の狩猟エリアでは、
利⽤が確認された 13箇所の猟場で、エリア内の各
猟場に訪れる村⼈を対象に合計 33 ⽇間調査を⾏
った。また、M 地区の狩猟エリアでは、利⽤が確
認された 22箇所の猟場で、各猟場に訪れる村⼈を
対象に合計 8 ⽇間調査を⾏った。P 地区の調査で
は朝 6 時から１時間ごとに 1箇所ずつ猟場を巡回
し、狩猟の開始時間と終了時間を観察あるいは聞
き取りし、村⼈が猟を終える際に捕獲されたツバ
メの個体を数えた。調査期間中、筆者が別の調査
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に従事した⽇［注 1］は、午前 6時、午前 12時、午
後 6時の 3回巡回し、聞き取り及び参与観察によ
り、狩猟の開始時間と終了時間、捕獲されたツバ
メの個体数を記録した。P 地区の狩猟エリアより
も⾒晴らしの良い M 地区では、午前 7時から午後
6時半まで定点観察と聞き取りにより、P 地区と同
様に狩猟時間と捕獲数を調査した。村⼈の帰り際
に⽴ち会えず、個体数を直接観察できなかった場
合は翌⽇に聞き取った。調査を⾏った 2 つの狩猟
エリアで狩猟活動が確認された猟場の合計は、P 地
区と M 地区の居住世帯が持つ総猟場数の 17.5%で
あった。また、ツバメ猟と主⽣業である稲作の関
係を明らかにするため、⼀連の収穫作業に参加し、
作業を⾏う村⼈を対象に、互助的に⾏われる労働
慣⾏やこの時期のツバメ猟、ツバメの消費につい
ての聞き取り、観察を⾏った。 

 
3. 結果 
3-1. 狩猟⽅法 

PM 村で主に⾏われていた狩猟⽅法は２枚の網
を使⽤する双無双網猟である。縦約 25m、横約 10m

の地⾯を除草し、⼟を盛り、⼟俵のように整備し
たところに、縦約 10m、横約 2.5m の網を左右に伏
せた状態で 2 枚設置する。２枚の網の間に置かれ
た囮のツバメに誘き寄せられ、⾶翔するツバメが
地⾯に接近したところを、網に繋がれたロープを
引いて網を畳み、捕獲する。P 地区の猟場の総数は
128 箇所であり、⼀世帯あたりの平均保有猟場数
は 2.7箇所で、最⼤保有数は 6箇所であった。M 地
区では 72箇所の猟場があり、⼀世帯あたりの平均
保有猟場数は 2.8 箇所で、最⼤保有数は 8 箇所で

あった。 

調査期間中、捕獲されたツバメ科⿃類は、4 種で
あり、観察によると、捕獲個体数の９割以上がツ
バメ Hirundo rustica であった。その他の 3 種は、
コシアカツバメあるいはオオコシアカツバメ
Hirundo sp.、ショウドウツバメあるいはタイワン
ショウドウツバメ Riparia sp.、イワツバメ Delichon 

dasypus が確認された。 

捕獲されたツバメの多くは⾃給的に消費される。
捕獲されたツバメは、「親戚や親しい⼈の中で欲し
い⼈がいたら全て渡す（K⽒、M 地区30代男性）」、
「家で⾷べたり、⼈にあげたりして余った分を置
いといてまとめて販売する（S⽒、M 地区 40代男
性）」とし、現⾦収⼊よりも贈与や⾃家消費が優先
されることが多かった。⽻を剥いたツバメに⼤量
の塩を加え、数⽇置いた「漬けツバメ」（現地語：
ノックエン・トゥン）が頻繁に⾷べられ、ラオス国
内ではシェンクワン地⽅の特産品とされている。 

 
3-2. 捕獲数 

調査を⾏ったP地区の狩猟エリアでは、33⽇間
で合計1,776⽻、M地区の狩猟エリアでは8⽇間で
合計2,251⽻が捕獲された。P地区での33⽇間の調
査期間中、2024年9⽉18⽇から22⽇は捕獲のない
⽇もあったが、9⽉23⽇に数⼈の村⼈が1⽇に10⽻
以上捕獲するようになると、⼈々は次の⽇からス
ピーカや⿃籠などの道具の準備、猟場の整備な
ど、ツバメの群れの⾶来に備えた。9⽉24⽇以降
ツバメの捕獲数が増加し、10⽉上旬は狩猟を⾏う
村⼈も、捕獲されるツバメも増加した。しかし、
10⽉中旬からは、稲刈りをはじめとする稲作の収穫

表 1 P 地区の狩猟エリアにおける猟場ごとの村⼈の狩猟時間 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
平均時間 7.5 10.8 10.3 7.8 3.5 2.5 7.5 10 9 7.7 9 7.5 10.2
合計時間 113 355 227 78 3.5 10 44.8 80 99.3 77 9 105 122
狩猟⽇数 15 33 22 10 1 4 6 8 11 10 1 14 12

猟場番号
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作業が始まり、狩猟を⾏う村⼈が⼤幅に減少した。 

 
3-3. 狩猟時間 

表 1 は、P 地区の狩猟エリアにおいて、各猟場
で村⼈が滞在し、狩猟を⾏った時間を⽰したもの
である。猟場での 1 ⽇の平均滞在時間が最も⻑か
ったのは、猟場＃2 の 10.8 時間であり、狩猟⽇数
も最⼤であった。また、13箇所の猟場のうち 5箇
所で、1 ⽇で同じ猟場において世帯のメンバーが
交代して狩猟を⾏う場合があった。狩猟を⾏う⼈
にとって、ツバメがいつ猟場に⾶来してくるかは
予想できないが、猟場に滞在する時間が⻑ければ
⻑いほど、群れが猟場に⾶来するタイミングに遭
遇する確率は⾼くなる。家からすぐ近くの猟場で
あっても朝⾷や昼⾷を持参したり、世帯のメンバ
ーで交代したりするなど、猟場での滞在時間がよ
り⻑くなるように⼯夫されていた。 
 
3-4. 猟場の選択 
PM 村の各世帯は複数の猟場を保有していること
が⼀般的であり、⽇や状況に応じて狩猟を⾏う猟
場を変える場合があった。3つの猟場を持つM地
区在住の 40 代男性の S ⽒は、周辺に⼈が多いと
⾃分の猟場に降りてくるツバメの数が分散され、
捕獲できるツバメの数が減るため、他の村⼈が少
ない場所を選んで狩猟を⾏うと述べていた。4 つ

の猟場を持つ 30 代男性の K⽒は、2024 年 10 ⽉
5⽇、もともとM地区の狩猟エリアの猟場で猟を
⾏なっていたが、そこから 700m ほど離れた場所
で猟を⾏っていた友⼈から、携帯電話で「午前中
だけで 40 ⽻以上獲れている」という連絡を受ける
と、午後からは K⽒は友⼈がいる場所の近くの猟
場に移動し、もともと猟をしていた猟場に家族を
呼んでいた。3つの猟場を持つ60代男性のP⽒は、
他の村⼈の有無や、ツバメの⾶来に関する情報か
らではなく、「あそこ（元々いた猟場）は獲れない
から」という⾃らの狩猟成果を、猟場を移動する
理由としていた。３名が猟場を移動した理由はそ
れぞれ異なっていたが、より多くのツバメを捕獲
するため、複数保有する猟場の中から、⽇内、⽇間
で猟場を選択、移動していることがわかった。 
 
3-5. 新たな猟場の設置 

猟場は、⽔⽥付近、ため池周辺、丘の上など、ツ
バメが⾶来しやすい開けた場所に設置されるが、
村の⼈によれば、猟場を設置する場所は「共有地」
であるため、誰が、どこに、いくつ猟場を設置して
も良く、猟場を設置するとその猟場は作った⼈の
ものになるという［注 2］。ただし、M 地区の⽔辺
は特にツバメが多く集まる場所であるため、世帯
の近くにある⽔辺の猟場は代々受け継がれており、
新しく他の村の⼈が作ることはない。新たな猟場
を設置することに関して、T ⽒（P 地区、60 代男
性）の事例を挙げる。T ⽒は、すでに 5 箇所の猟
場を持っていたが、今年は P 地区の猟場で捕獲さ
れるツバメが少ないため、新たに M 地区に猟場を
作った。T⽒は調査期間中、9⽉ 18⽇からの 14⽇
間は P 地区の猟場で 71 ⽻のツバメを捕獲したの
に対し、M 地区に新しく設置した猟場では 10⽉ 7

⽇からの 16⽇間で 344 ⽻捕獲しており、捕獲数、
捕獲効率ともに⼤幅に上がったことが確認できた。 

 
3-6. 稲刈りの収穫作業 

PM村でのツバメ狩猟シーズンは 9⽉から 11⽉

 
図１ 双無双網猟の網（2024 年 9 ⽉ 18 ⽇撮影） 
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にかけてであるが、シーズン後半は、主⽣業であ
る稲作の収穫シーズンでもある。作業は 10⽉から
11⽉にかけて、村の中の互助的な労働交換によっ
て⾏われる。1⽇最低 8時間、約 2週間、村の⼈は
各世帯の⽔⽥を周り、多い時には 60 ⼈以上の村⼈
が集まって、毎⽇収穫作業を⼿伝い合う。また、村
⼈が⼿伝いに来る⽇だけでは作業が終わらなかっ
た場合、離れて暮らす家族や親族が⼿伝いに来る
場合が多あった。P 地区の狩猟エリアでは、本格的
な収穫シーズンの開始と同時に、狩猟に来る⼈数
が⼤幅に減り、2024 年 10 ⽉ 16 ⽇から同⽉ 25 ⽇
の間に 2 ⽇以上猟を⾏った⼈は、１名しかいなか
った。その１名も網は張るものの、作業をするた
めに猟場を空ける時間が⻑く、収穫作業の開始前
に⽐べ捕獲数が減少した。また遠⽅から⼿伝いに
来た家族には、その返礼に⼿⼟産としてツバメが
渡されることがあった。さらに、全ての作業が終
わった⽇、⼿伝ってもらった世帯が⼿伝いに来た
村⼈を招いて⾏われる宴会では、複数の世帯でツ
バメを使った料理が振る舞われた。労働のお礼や
宴会の料理としてツバメが多く利⽤され、収穫シ
ーズンは消費量が増えることが確認された。 

 
3-7. 情報やモノのやりとり 

保有する複数の猟場のうちどの猟場を使うかと
いう選択をする際、K ⽒は友⼈と頻繁に連絡を取
り、ツバメの⾶来に関する情報を共有していた。
また、ツバメの⾶来数がピークになる前、P 地区に
おいて、ツバメがほとんど⾶来しなかった期間を
経て、9⽉ 24⽇に猟場に来る⼈が 3 ⼈から 7 ⼈に
増えた。新たに来た⼈によれば、「ツバメが来始め
たと知⼈から聞いた（W⽒、P 地区 40代男性）」
ため、猟を始めたという。村の⼈々は⽇常的に道
すがらの会話で捕獲数を聞き合ったり、稲作の作
業中にツバメの話題が頻繁に上がったりする。ま
た猟場を利⽤する権利や猟場の整備に使う道具、
ツバメを誘き寄せるために使う鳴き声の⾳源など
が、村⼈の中で⾦銭を介さずに貸し借り、あるい

は譲渡されていた。 

 
4. 考察 
 調査を⾏った P 地区の狩猟エリアでは、2024 年
9⽉ 18⽇から 10⽉ 25⽇の期間、13箇所の猟場に
おけるツバメの捕獲数を明らかにすることができ
た。その結果、調査を実施した 33 ⽇間で、合計
1,776 ⽻のツバメが狩猟され、１つの猟場における
1⽇の平均捕獲数は 4.1 ⽻であった。また、M 地区
の狩猟エリアでは、22 箇所の猟場において、8 ⽇
間で合計 2,251 ⽻のツバメが捕獲が確認され、１
つの猟場における 1⽇の平均捕獲数は 12.8 ⽻であ
った。現在各世帯で利⽤されている猟場と、調査
を⾏った狩猟エリアでの 1 ⽇の平均捕獲数を参考
にすると、P 地区と M 地区合わせて、1 ⽇に平均
で 1,500 ⽻以上捕獲されている可能性があり、ツ
バメ猟最盛期１ヶ⽉間における P 地区と M 地区の
合計捕獲数は 4 万⽻以上［注 3］になることが推定
される。 

また、捕獲数の調査によって、⽇々のツバメの
捕獲数に⼤きな差があり、変動的であることがわ
かった。このような不確実性の⾼い狩猟活動にお
いて、⼈々は「ツバメの群れとの遭遇率を上げる
こと」を⽬的に、①猟場の滞在時間、②狩猟を⾏う
猟場、③新たに猟場を設置する場所、をそれぞれ
決定していたと考えられる。そしてその決定には、
村⼈の中で積極的に共有されるツバメの⾶来状況

 

図２ 協働で⾏われる収穫作業（2024 年 10 ⽉ 7 ⽇撮影） 
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に関する情報が重要な役割を担っていた。また、
主⽣業である稲作とツバメ猟の関係について、ツ
バメの渡りという⽣態的特性における季節性だけ
でなく、主⽣業である稲作の季節性と密接にかか
わりながら、ツバメの狩猟や消費が⾏われていた。
捕獲されたツバメは贈与や⾃家消費が優先され、
密な社会関係の維持につながっており、その社会
関係の中で維持されてきた「頻繁にコミュニケー
ションをとる関係」によって、ツバメ猟に関する
情報やモノなどがやりとりされていたと考えられ
る。 

 
5. 結論 

ラオス北部で続けられてきたツバメ猟の実態と
背景を明らかにすることを⽬的として⾏った PM

村での調査により、シェンクワン県全体では先⾏
研究の推定量よりも多いツバメが捕獲されている
可能性が⽰唆された。また、ツバメ猟を⾏うこと
は経済的な重要性だけでなく、主⽣業や社会的紐
帯の維持といった⽣活基盤を形成する社会⽂化的
側⾯を含めたものであり、ツバメ猟が地域の⾃然
社会環境に適応する上で、合理的な⽣業活動であ
ることを⽰した。⼀⽅で、この 2、3 年の間に、
新たな猟具や猟法が使われ、ツバメの個体数の
減少が懸念される事案もある。資源の減少は利
⽤⽂化と⽣物の保全の両⽅に脅威となりうるこ
とを念頭に、今後も詳細な調査を通じて、多⾓
的な視点から地域社会における野⽣動物利⽤の
価値を検討していきたい。 
 

 
注記 
［注１］地域の⽣業や社会⽂化を明らかにするため

に、稲作の収穫作業に参加した。 
［注２］厳密には、ラオスの⼟地法において、ラオ

ス領⼟の⼟地は国家が所有することが定められて
おり、猟場の設置はその場所の占有的な⽤益権が
⽣まれることを意味する。 

［注３］P 地区 4.1（⽻）×128（箇所）×30（⽇）
＝15,744、M 地区 12.8（⽻）×72（箇所）×30

（⽇）＝27,648 
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■研究報告 
野良猫に名前を付ける―神奈川県三浦市城ケ島
における⼈とネコの関係 

 
加藤 綺恭 

北海道⼤学 
⼤学院⽂学院⼈⽂学専攻 

 
 
1． はじめに 

本研究では、「猫島」の⼀つである神奈川県三
浦市城ケ島において、ネコの名付けを通して⼈と
野良猫の関わりについて考察する。⼈類学におい
て動物への名付けの多くは、主に家畜を対象とし
て議論されてきた。たとえば、中国におけるカワ
ウと鵜飼いとの関係ではカワウには識別や管理の
ために名前が付けられ、鵜飼いはカワウに対して
ドライに接する(卯⽥ 2014:287)。また、エチオピ
ア⻄南部に暮らすボディの⼈々によるウシの名付
けでは、ウシの模様や性別、⾓のかたちにもとづ
いて名付けられる(福井 1991:132)。ただし、福井
はウシの名前が固有名詞ではなく、特徴にもとづ
いた「記述的な類別的名称」だと指摘している
(1991:136)。さらに、名付けることは動物が⾃分
の名前を認識することでもある。カリモジョン・
ドドスの⼈々とウシの関係では、群れの中にいる
ウシであっても名前を呼ばれたウシのみが反応す
る(波佐間 2015:16-19)。このように動物の名付け
や名前の利⽤によって、⼈々が動物をどのような
存在として認識し、関係づけているか読み解くこ
とができる。また、⽇本でのペットの命名理由に
関する調査では、⾝体的特徴や態度を含めた①ペ
ット側に由来するもの、②飼い主の趣味嗜好など
の飼い主側に由来するもの、③由来不明のものに
分けられる(井上 1998:22-23)。しかし、この調査
で野良猫の名付けについては⾔及されていない。
また、本研究で扱う野良猫の名付けは、複数のネ
コが移動し、不特定多数の⼈間と関わるため、⽣

業利⽤のための名付けや、ペットとしての名付け
のいずれの枠にも収まらない。そこで本研究で
は、城ケ島の⼈々による野良猫の名付けに着⽬
し、⼈々が野良猫をどのように捉えているかを明
らかにする。 

 
2．ネコと猫島 

⽇本の都市部では、野外で⽣きるネコは減りつ
つある。⾼度経済成⻑期以前までは野外で⽣きる
ネコの存在は当たり前であった(真辺 2021:133)。
⼈⼝が都市部に流⼊し、近隣住⺠との関わりが薄
れたことでネコが問題視され、可愛がられる飼猫
と嫌悪される野良猫に分けられるようになった
(真辺 2021:182)。現代では、ネコは主に飼い猫、野
良猫、地域猫、ノネコの４つに分類される(⽊下 

2019:63)。飼い猫はペットとして飼われているネコ
である。野良猫は⼈間の⽣活領域で暮らし、特定
の飼い主がいないネコである。地域猫は地域住⺠
の理解を得て、地域全体で管理されているネコで
ある［注 1］。そして、ノネコは⼈間と関わらない野
⽣化したネコである。また、現代では野良猫に避
妊去勢⼿術を施し、管理をすることで野外にいる
ネコをゆるやかに減らす地域猫活動が⾏われてい
る(⿊澤 2005)。この地域猫活動のように動物愛護
や環境問題の観点からネコは⼈間の管理下で⽣き
ることが推奨されている。 

本研究では「猫島」と呼ばれる島の⼀つである
城ケ島を調査地とした。「猫島」とは、多数のネコ
が⽣息する島を指す通称であり、島⺠よりもネコ
の数が多い場合や訪れた観光客がそのように呼ぶ
場合など、明確な定義は存在しない。例えば、代表
的な猫島である宮城県の⽥代島は、ネコを古くか
ら養蚕業の守り神として⼤切にしていた(真辺 

2018,⽩柳 2013)。1960年代には多くの島⺠が本州
に移り、飼っていたネコを島内に捨てたことで⼤
量繁殖した(⽩柳 2013:7)。その後、⽥代島は島の⽬
⽟としてネコを冠した東⽇本⼤震災の復興プロジ
ェクト『⽥代島にゃんこ・ザ・プロジェクト』を⽴
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ち上げている(⽩柳 2013:13)。⼀⽅、愛媛県の⻘島
ではネコの⼤量繁殖が地域住⺠の間で問題となっ
ており、島⺠はネコ⽬当ての観光客の増加によっ
て島が観光地化することに否定的である(瀬⼾内
2017:112-113)。このように、「猫島」と称される島
であってもネコへの対応や⾒⽅は異なる。 

 
3．調査地概要・調査⽅法 

城ケ島は神奈川県三浦市に位置する島である。
⾯積は 0.99㎢、⼈⼝は 449 ⼈(e-Stat, 2020)である。
主要な産業はマグロやシラスを中⼼とした漁業と
観光業であり、天然記念物であるウミウや関東⼤
震災によってできた断層が観察できる場としても
有名である。また、1960年には城ケ島と本州を結
ぶ城ケ島⼤橋が建設された(三浦市観光協会)。聞き
取りによると、⼤橋建設以前、ネコは獲れた⿂や
穀物を守る役割を担っていた。しかし、橋の開通
によって島外からネコを持ち込み、そのまま放棄
する者が現れたことでネコが⼤量繁殖した。現在
は島内外のボランティアたちよって避妊去勢⼿術
が実施されている。 

本研究では、2023 年 2 ⽉から 2024 年 9 ⽉まで
の間に断続的に実施した、計 14 ⽇間の調査にもと
づいて記述を⾏う。また、ネコが寝るための⼩屋、
ネコ⽤のエサ⽫が設置された場所を７地点に分け
(図１)、頭数調査、島内の飲⾷店や住宅への聞き取
り調査、参与観察を⾏った。さらに、本研究ではネ
コに名前を付けて呼んでいる、あるいは世話を⾏

っている６名を取り上げる。また、野良猫の世話
をする者を島内で居住・労働を⾏う「地域住⺠」と
島外から島の野良猫を世話するために訪れる「ネ
コ活活動者」に分ける。ネコ活活動者たちは島内
の野良猫の避妊去勢⼿術やエサの管理などの活動
を総じて「ネコ活」と説明するため、本稿では「ネ
コ活活動者」と呼ぶ。それぞれ、地域住⺠は A⽒・
B⽒・F⽒、ネコ活活動者は C⽒・D⽒・E⽒であ
る。 

 
4．ネコの名付けと呼び⽅ 
4-1．地域住⺠の名付け 

A ⽒は地点１付近で飲⾷店を営んでいる。店内
には A⽒が今まで世話をしてきたネコたちの写真
で埋め尽くされ、ネコを⽬当てに訪れる客も多い。
A ⽒や店の従業員は毎⽇店が開店する 11 時と 15

時頃に付近の野良猫約４匹にエサを与える。ネコ
たちは必ずしも店の付近にとどまっているわけで
はなく、数百メートル先の異なる飲⾷店にてエサ
をもらうこともある。 

A ⽒が世話をしてきたネコたちの名付けの由来
は「ミルクティー」や「クロ」といった⽑⾊や「ド
ン」や「がっちゃん」という性格が由来であった
(表１)。中には A ⽒による名付けではなく、店の
従業員が名前を付け、店全体で共有される事例も
⾒られた。また、飲⾷店に訪れる客は A⽒や従業
員に対して「クロはいますか」と⾔うように、Ａ⽒

 
図１ 城ヶ島の全体と地点 1〜7 

表 1 A ⽒による名付けとその由来 

 

名付け 由来

亀吉(B氏はマサ) 片目(カタメ)のカメから
クロ(B氏はヤマト) 毛色から

ミルクティー 毛色から

ボノ -

ドン 人の足にドンとぶつかるから

宮尾 鳴き声「ミャーオ」から

ミーコ -

ハナコ パートさんが命名

がっちゃん がつがつ食べるから

ちび -

ギーちゃん 鳴き声「ギー」から
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たちが付けた名前でネコの居場所を尋ねていた。 

B ⽒は地点 2 付近で飲⾷店を経営している。B

⽒の名付けた名前もネコの⾝体的特徴を表すもの
であった(表２)。また、B⽒の聞き取りによると「エ
ディー」と呼ばれるネコは海外から訪れた観光客
によって名付けられた。 

A ⽒と B ⽒の飲⾷店は 100ｍ程度離れており、
それぞれ同じネコが場所によって違う名前を持つ
場合がある。例えば、A⽒の店で「⻲吉」と呼ばれ
ているネコが、B⽒の店では「マサ」と呼ばれてい
る。さらに B ⽒はネコの名前を説明する際に、A

⽒の店で付けられた名前も挙げながら話していた。
また、A ⽒は⾃⾝が名付けた「⻲吉」というネコ
が B⽒の店に戻ってしまったと話していた。ただ、
両者ともネコが異なる場所で異なる名前を持つこ
とについて認めている様⼦であった。 

 
4-2．ネコ活活動者たちへの聞き取り 

ネコ活活動者たちは 13 ⼈からなる緩やかなネ
ットワークでつながっている。活動者たちはネコ
へのエサやりが偏らないように、島に訪れる⽇程
をグループ内で調節している。また、エサやりの
ほかに、ネコ活活動者たちはネコのための⼩屋を
いくつか設置している。その中でも、地点３の海
岸付近には⼩屋［注 2］の上に彼らの活動内容やそ
こに暮らすネコの名前と写真を⼀つにまとめたチ
ラシが置かれている(図２)［注 3］。実際に、このネ
コ活活動者グループに参加している夫婦の C⽒・ 

 

D⽒が海岸付近のネコ 11匹にエサを与えている場
に⽴ち会った。2 ⼈はネコたちが均等にエサを⾷
べているかを確認しながら⼀匹ずつ名前を呼んで
いた。そして、呼ばれたネコは C⽒・D⽒に顔や
⽬線を向け、中には近寄ろうとするネコもいた。 

ネコ活活動者の中には 1 回の訪問で数地点を巡
って世話を⾏う者もいる。埼⽟県浦和市在住の E

⽒は 2021年から⽉に 1、2回程度、城ケ島に訪れ
ている。E ⽒のエサやりに同⾏した際には島内５

表 2 B ⽒による名付けとその由来 

 

名付け

マサ(A氏は亀吉)
ヤマト(A氏はクロ)

エディ

シー

イノ

ニノ

サン

福

ボノ(オヤブン)

シーの子ども

-
あけぼのから

由来

片目、独眼竜政宗から

クロネコヤマトから

エディーマーフィーから

(客命名)
-

 
図 2 ネコ活活動者グループ作成のチラシ 

(2024年 9⽉⼊⼿) 

表 3 E ⽒が⾔及したネコの名前と⽣息地点 

 

名付け 地点

亀吉 1,2
キティ 5
ブーツ 5
しのぶ 5
茶々丸 5
ミー 6
モー 6
サビ -
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か所(地点３,４,１,５,６の順)でエサやりを⾏って
いた。その際に、それぞれの地点でＥ⽒がよく⾒
かけるネコの名前(表 3)と性格について教えてく
れた。調査時、巡った地点それぞれに数匹のネコ
がいたが、E ⽒はそれらすべてのネコの顔を知っ
ており、C ⽒・D ⽒と同様に名前を呼びながらエ
サを与えていた。 

また、E⽒は A⽒の飲⾷店に訪れる常連客でも
ある。E ⽒は先ほど挙げた地点１、地点２どちら
にも現れるネコを A⽒の付けた「⻲吉」という名
前で呼んでいた。このように、ネコの名前は⼈間
がどのような他者と関わるかによっても影響を受
ける。 

 
5．名付けない⼈ 

これまでネコに名前を付ける事例について述べ
てきたが、ネコの世話をする⼈がすべて名前を付
けるわけではない。⻑年、城ケ島に暮らす F ⽒は
地点 7 にて朝晩⽋かさず５匹のネコにエサを与え
ている。F⽒は 10年前からネコにエサを与えはじ
め、姿を現さなくなったネコを含めて計 10匹にエ
サやりを⾏ってきた。聞き取りによると、F ⽒は
「ネコを⼤切にすれば、⾃分があの世に⾏っても
ひもじい思いをしなくて済む」という義⺟の⾔葉
を受けて、ネコにエサを与えていると話していた。 

F ⽒はエサを与えているネコについて、そのネ
コの⽑⾊や親族関係で説明した。F⽒に「ネコの名
前は何か」と尋ねると、少し考えたあと、「名前は
つけないの」と答えた。そして名付けないと⾔っ
た後、F⽒は、以前野良猫を家の中で飼おうとした
ことについて語った。その野良猫には「ミー」と名
前を付けてかわいがり、ネコも F ⽒とその家族に
懐いていたが、ある⽇⾵呂場の窓から逃げてしま
った。F⽒は⾃宅周辺を探したが⾒つからず、その
出来事以降、ネコを家に⼊れないと決めた。さら
に F ⽒はネコに触れない。なぜ触れないのかと問
うと、「ネコが怒るから」と話した。 

このように F ⽒はネコに名前を付けず、触れよ

うともしない。ただし、ネコが取る⾏動に対して
「やっぱり、かわいい」と話す様⼦から、F⽒は少
なからずネコに愛着を持っていると考えられる。 

 
6．まとめと考察 

物事に名前を付けることはその物事についての
「認識の獲得」を意味する(市村,1987:5)。例えば、
A ⽒がネコと出会ってすぐに名前を付けるのでは
なく、⼈にドンとぶつかるネコの様⼦から「ドン」
と名付けたことは、A ⽒が徐々にそのネコを認識
したこと意味する。同時に、名前には名付けた⼈
がネコをどのように⾒ているかが反映されている
と考えられる。また A⽒と B⽒が同じネコに異な
る名前を付けていた事例には、両者とも「⾃分の
ネコ」という意識と誰のモノにもなりきらない「野
良」として捉えるという⾏動の混在がある。 

そして、ネコに名前を付けない F ⽒にとって、
名付けない・触れないという⾏動は、野良猫を「完
全に⾃分のものにはなり得ない存在」と捉えてい
ることの表れである。つまり、F⽒は野良猫の「ど
こに⾏くのかわからない」という野良猫の性質を
許容していると考えられる。 

本研究では固有名詞の名付けを中⼼に扱った。
また、これらの名前は意欲的にネコと接する者た
ちによって名付けられている。そのため、ネコに
⼲渉しない地域住⺠が道端にいるネコをどのよう
に名指しているかについてさらなる調査が必要だ
と考えられる。 

 

 
注記 
［注 1］城ケ島では、地域猫活動に類似した取り組み

が⼀部で⾏われているが、本研究では「地域住⺠の

理解」という側⾯について⼗分な調査が⾏えなか

った。そのため、本研究では城ケ島のネコを「野良

猫」として扱う。 

［注 2］2025 年 9 ⽉現在、ネコ活活動者グループの

「城ヶ島海岸の猫たちの⽣活を⾒守る会」はウェ
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ブサイトにて地点 3 付近の⼩屋を撤去する予定だ

と発表している。 

［注 3］チラシの掲載に関して、「城ヶ島海岸の猫た

ちの⽣活を⾒守る会」から事前に許可を頂いてい

る。 
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■研究報告 
⼟壌窒素分析から⾒る⼈間-植物-⼟壌間関係の
解明：カメルーン熱帯林の焼畑農業に着⽬して 
 

内藤 勇⿂ 
京都⼤学 

⼤学院アジア・アフリカ地域研究研究科 
 
 
1. はじめに 

近年、「地上」と「地下」の相互作⽤が⽣態系に
及ぼす影響は⽣産活動の維持や環境保全を⾏う上
で重要であることが明らかになってきており（Van 

der putten et al., 2009）、農地においては「地上」の
⼈間と「地下」の⼟壌、「地上と地下」を繋ぐ植物
が物質循環で結びついている。なかでも、窒素は
作物の⽣育に不可⽋な⼀⽅で、農地外へ溶脱・排
出されることによって富栄養化や地球温暖化など
を 引 き 起 こ す 要 因 と も な る (Fan et al., 2022; 
Hayashi, 2022)。⽣産性の維持・向上と環境保全の
両⽴を試みるためには、⽣態系の窒素動態につい
て「地上」と「地下」の相互作⽤を評価することが
必要である。 

熱帯地域の農業は貴重な森林⽣態系を破壊し⽣
物多様性を損なう主要因として、しばしば取り上
げられてきた。なかでも、焼畑や商品作物の導⼊
が作物収量および熱帯林⽣態系に及ぼす影響は、
熱帯農業の持続可能性についての議論の場におい
て主要な課題のひとつとなっている。窒素循環の
観点からも熱帯林は重要な役割を果たしており、
陸上⽣態系全体の窒素固定の約 70%、N2O 排出の
約 50%に寄与している（Townsend et al., 2008）。
熱帯林では⼤量のリターフォール（落葉や枯死し
た植物体）による有機態窒素の投⼊と、急速な窒
素の形態変化（無機化と硝化）および植物による
活発な窒素吸収が⾏われており、窒素循環が活発
（Active Cycling）であることが特徴である（Vogt et 

al., 1986; Davidson et al., 2000）。このように活発な

窒素循環の特徴を有するにもかかわらず、アフリ
カの熱帯林地域は貧栄養な強⾵化⼟壌が広く分布
しており、農業⽣産性が低い農地が多い。したが
って、窒素に着⽬することによって、アフリカの
熱帯林地域における農地管理法（焼畑や商品作物
栽培）について再評価できると考えられる。これ
までの熱帯林の農業における窒素動態ついての研
究では化学分析に基づく、窒素ストック（植物体
や⼟壌中の窒素含量）や窒素フロー（⽣態系内で
の窒素の流れの⼤きさ）、窒素の形態変化（植物体
内や⼟壌中での窒素の形態変化）については報告
があるものの、⼈間の農業活動が⽣態系の窒素循
環にどのような役割を果たしているのか、農耕⺠
が実際に窒素をどう捉え、扱っているのかについ
ての関⼼は希薄である。「地上」と「地下」の相互
作⽤のなかで循環する窒素動態を把握するために
は、⼈間の意図や⾏為等のフィールドワークに基
づく「地上」の分析も含めて⾏う必要があるだろ
う。とくに、⼈間が熱帯林を様々な⼿法を⽤いて
管理することによって成り⽴つアフリカ熱帯林の
伝統的な農業において「地上」の分析が⽋かせな
いと⾔える。本研究の⽬的は「地上」と「地下」の
相互作⽤を総合的に評価し、アフリカ熱帯林にお
ける⼈間―植物―⼟壌間の窒素循環の動態を解明
することである。 

本研究では熱帯地域では珍しく⾷料⾃給と⽣活
向上（現⾦収⼊の確保）を両⽴している、カメルー
ン東南部の焼畑農業を対象とする。カメルーン東
南部の農耕⺠は、商品作物（カカオ）と⾃給作物
（バナナ・トウモロコシ等）を混植した焼畑農業
を実践しており、熱帯林を持続的に利⽤しながら
商品作物栽培を継続している。新たな畑を造成す
る際には、⾃給⽤作物のみを栽培する従来型の焼
畑と⽐べて 3 倍以上の樹⽊を庇陰樹として残すた
め四⽅（2007）はカメルーン東南部のカカオ畑を
「伐らない焼畑」と呼んだ。この「伐らない焼畑」
の実践は、⽣産活動の維持・向上と熱帯林の⽣態
系保全の双⽅に寄与するポテンシャルを有してい
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ることが評価されている。これまでに発表者は当
地域における⼟壌の化学分析や⽣物分析を⾏なっ
てきた。とくに、修⼠課程における研究では⼟壌
中の窒素に着⽬し、⼟地利⽤変化が窒素の形態変
化に与える影響について培養試験を⾏なった。本
報告では⼟壌窒素分析結果を⽰すとともに⼈間―

植物―⼟壌間関係についての現時点での考察と、
今後の研究計画について紹介する。 

 
2．調査概要 
2-1．カメルーン東南部における熱帯林の⼟壌特性
について 

⼀般的に熱帯湿潤〜熱帯亜湿潤気候に属するカ
メルーン東南部には、⾮常に⾵化が進んだ結果、
酸性で貧栄養な⼟壌である「Oxisols」が広がって
いる。とくに熱帯林の⼟壌は強酸性環境であり、
⼟壌中の養分の賦存量も⼩さい。しかしながら、
⾼温多湿環境のため微⽣物活性が⾼く、リターフ
ォール（落葉や枯死した植物体）などの有機物が
急速に分解され、樹⽊による養分吸収は活発であ
る。そのため、⼟壌中の賦存量の⼩さい養分を活
発に循環させている「動的」な養分環境であると
⾔える。 

 
2-2．材料と⽅法 

貧栄養な強⾵化⼟壌が分布するカメルーン南東
部のグリベ村（Gribe）において、森林区、森林開
墾後１年⽬の畑作区, 開墾後 10 年⽬のカカオ林区、
2 年耕作後７年⽬の休閑地区の計 4 地点から表層
⼟壌(0-10cm)を３連で採取した（図 1)。⼟壌理化学
性については pH（H2O）、全炭素含量（TC）、全窒

素含量（TN）、NO3
- 含量、NH4

+ 含量の測定を⾏っ
た。⼟壌微⽣物性については⼟壌から DNA を抽出

し、16S 遺伝⼦と ITS 遺伝⼦を増幅して細菌コピ
ー数と真菌コピー数を計測した。窒素の形態変化
速度（硝酸態窒素の総⽣成速度）は同位体希釈法
を⽤いた室内培養実験(24h、25℃)により測定した。
測定値は平均値±標準誤差 (n = 3) として表記し、
有意⽔準 5%で Tukey 法により多重⽐較検定を⾏
った。 

 
3．結果 
3-1．⼟壌理化学性（表 1） 

⼟壌 pH は森林区、開墾後１年⽬区, 開墾後 10

年⽬区、2 年耕作後７年⽬休閑区の順にそれぞれ
4.3、4.6、4.8、4.3 となり、⼀貫して低い pH を⽰
したが、処理区間で有意差は⾒られなかった。
NH4

+-N は森林区、開墾後１年⽬区, 開墾後 10 年
⽬区、2 年耕作後７年⽬休閑区の順にそれぞれ 65.7、
45.2、22.5、26.5 mg N kg-1 となり開墾後 1 年⽬で
減少し、その後開墾後 10 年⽬と 2 年耕作後７年⽬
休閑でさらに減少した。また、NO3

--N は森林区、
開墾後１年⽬区, 開墾後 10 年⽬区、2 年耕作後７
年⽬休閑区の順にそれぞれ 110.4、88.0、67.3、63.8 

mg N kg-1 となり、NH4
+-N と同様に開墾後 1 年⽬

 
図 1 サンプル採取地点 

表 1 ⼟壌理化学性 (平均値±標準誤差, n = 3) 

 

soil pH TC TN NO3
--N NH4

+-N
(H2O)

森林 4.3 (0.1) 28 (0.9) 2.4 (0.1) 12 (0.1)a 110 (7) 66 (17)
開墾後1年目 4.6 (0.1) 21 (0.7) 1.5 (0.1) 14 (0.1)b 88 (7) 45 (17)
開墾後10年目 4.8 (0.1) 23 (1.8) 1.8 (0.2) 12 (0.2)a 67 (9) 23 (16)
2年耕作7年休閑 4.3 (0.0) 19 (4.0) 1.7 (0.3) 12 (0.3)a 64 (8) 27 (12)

(mg N kg-1)
C/N   ratio

(g kg-1)
Site
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に減少し、その後でさらに開墾後 10 年⽬と 2 年耕
作後７年⽬休閑で減少した。⼟壌 C:N⽐は森林区、
開墾後１年⽬区, 開墾後 10 年⽬区、2 年耕作後７
年⽬休閑区の順にそれぞれ 11.8、13.8、12.0、11.8

となり、開墾後 1 年⽬に有意に増加し、その後開
墾後 10 年⽬と 2 年耕作後７年⽬休閑ともに森林
と同程度まで減少した。開墾による攪乱を受け森
林から⼆次植⽣（開墾後１年⽬, 開墾後 10 年⽬、
2 年耕作後７年⽬休閑）の変化で、TC、TN、無期
待窒素含量（NO3

--N、NH4
+-N）は減少した。 

 
3-2．⼟壌微⽣物性（表 2） 

DNAコピー数、細菌コピー数、真菌コピー数の
いずれも森林で最も多く、開墾後 1 年⽬で減少し、
とくに細菌コピー数と真菌コピー数は有意に減少
した。その後の開墾後 10 年⽬と 2 年耕作後７年⽬
休閑ではいずれもさらに減少し、とくに 2 年耕作
後７年⽬休閑は森林と⽐べ DNAコピー数、細菌コ
ピー数、真菌コピー数のいずれも有意に減少した。 

 
3-3．窒素の形態変化速度（硝酸態窒素の総⽣成速
度, 図 2） 

反応速度定数は反応速度を反応基質量で割った
値であり、基質量に対してどれだけ硝酸の⽣成・
消費が起こったのかを表している。すなわち、物
質の代謝回転の速さを表す指標であり、硝化速度
を反応基質量（NH4

+含量）で割った値である硝化
速度定数は NH4

+ → NO3
-の代謝回転の速さを表し

ている。硝化速度定数は森林区、開墾後１年⽬区, 

開墾後 10 年⽬区、2 年耕作後７年⽬休閑区の順に
それぞれ 0.05±0.01, 0.16, 0.20, 0.17 d-1 となり、開墾

1 年⽬で増加し、その後開墾後 10 年⽬と 2 年耕作
後７年⽬休閑でさらに増加した。森林で硝化速度
定数は⼩さい値を⽰し、⼆次植⽣（開墾後１年⽬, 

開墾後 10 年⽬、2 年耕作後７年⽬休閑）への変化
で増加する傾向を⽰した。 

 
4．考察 
本地域における⼟壌分析の結果から森林では⼟

壌中の炭素・窒素含量および微⽣物量が最も多く、
開墾による攪乱を受けることでいずれも減少し、
10 年のカカオ栽培や 7 年の休閑では元の森林の状
態には戻らないことが明らかになった。森林にお
いて⼟壌中の炭素・窒素含量および微⽣物量が最
も多いのは、樹⽊数や⾼⽊が多いことに伴ってリ
ターフォールの供給（微⽣物の基質）が豊富であ
るためであると考えられる。森林ではカカオ林や
⼆次林と⽐較して樹⽊数や総主幹断⾯積の値が格
段に⼤きいことが報告されており（四⽅, 2007）、
本研究結果における炭素・窒素含量や微⽣物量が
森林で最も多いことと⼀致している。しかし、森
林開墾後 10 年のカカオ栽培や 7 年の休閑におい

表 2 ⼟壌微⽣物性 (平均値±標準誤差, n = 3) 

 

DNA 細菌 真菌

(µg g-1) (copies *108 g-1) (copies *108 g-1)
森林 168 (9)a 444 (18)a 4.2 (0.5)a

開墾後1年目 136 (12)ab 288 (16)b 2.7 (0.2)b

開墾後10年目 95 (27)ab 196 (37)b 1.4 (0.2)b

2年耕作7年休閑 83 (8)b 192 (11)b 1.8 (0.3)b

 
図 2 硝化速度定数 (平均値±標準誤差, n = 3) 
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て炭素・窒素含量や微⽣物量は森林開墾 1 年⽬の
値と差は少なく、カカオ栽培を続けたとしても、
初期の攪乱後の値が維持されていた。これは、樹
⽊を伐り残すことによって、リターフォールの供
給が継続され、撹乱後の環境安定が素早く⾏われ
るためであると考えられ、樹⽊管理が物質循環を
決める主要因である可能性がある。 

窒素に関してカメルーン東部の森林では N 固定
樹⽊が優勢であり、窒素濃度の⾼いリタフォール
が供給される（Shibata et.al., 2017）ため、森林には
⼟壌 N が多く蓄積していることが明らかになって
いる。本地域においても森林においてマメ科樹⽊
が多く、とくに焼畑に伐り残された樹⽊において
はマメ科樹⽊（Albizia adianthifolia）の本数が多い
ことが報告されている（四⽅, 2007）。農耕⺠はマ
メ科樹⽊を選んで伐り残すことはないため、焼畑
においてマメ科樹⽊が多い理由は農耕⺠の樹⽊管
理よりも、カメルーン東南部の森林（原⽣林）にお
いてそもそもマメ科の樹⽊が多いことによると考
えられる。  

熱帯林における活発な物質循環のなかで、森林
開墾によりマメ科樹⽊を含む樹⽊数が減少すると、
窒素固定による窒素のインプットが減少する。ま
た、樹⽊数の減少に伴って、樹⽊の根からの窒素
吸収量が減少するだけでなく、養分保持⼒の低い
熱帯林の強⾵化⼟壌では、吸収しきれなかった窒
素は直ちに環境外へ溶脱・排出され窒素のアウト
プットが増加する。その結果、「動的」ではあるが、
窒素のインプットとアウトプットの収⽀が保たれ
ていた循環サイクルが崩れ、農地が貧栄養になっ
ていくと考えられる。これは同地域において窒素
のインプット（リターフォール）と窒素のアウト
プット（窒素溶脱量）を調べた先⾏研究において
も、森林開墾後 1 年⽬で窒素のリターフォールが
減少し、窒素溶脱量が増加することが明らかにな
っていることから整合性がとれる（野中ら, 2016）。
⼀般的に農作物を継続して収穫し続けると、窒素
は収穫物という形態でアウトプットされ続けてい

るため、窒素収⽀は負になる。しかし、本地域にお
いて森林開墾後 10 年のカカオ栽培や 7 年の休閑
において窒素含量は森林開墾 1 年⽬の値と差は少
なかったのは、伐り残したマメ科樹⽊の窒素固定
によって窒素が供給されたためであると考えられ
る。 

微⽣物による窒素の形態変化速度である硝化速
度定数を⾒ると、森林では値が⼩さく窒素の代謝
回転速度が遅い環境であることに対して、開墾後
はその値が⼤きくなり、窒素の代謝回転速度が上
昇した。また、窒素の代謝回転速度は⼟壌中の窒
素含量や微⽣物量と同様に 10 年のカカオ栽培や 7

年の休閑では元の森林の状態には戻らなかった。
森林開墾による攪乱を受けると樹⽊の伐採による
⼟壌の温度や⽔分量が上昇することや、森林と微
⽣物間での養分競争で微⽣物の利⽤可能な養分が
増加することによって、微⽣物活動が促進される
ことが知られている（Murty et. al., 2002）。窒素に
対する微⽣物代謝回転に関しても、やはり⽇射量
の調節や樹⽊数などのマメ科樹⽊を含む樹⽊管理
が影響していると考えられる。 

本地域におけるカカオ畑では庇蔭樹に適した⾼
⽊が必要であることや、板根の発達した巨⽊は伐
採に多⼤な労⼒が必要であること、さらにカメル
ーン東南部の森林においてマメ科の樹⽊数が多い
ことによって、マメ科樹⽊は結果的に多く伐り残
される。また、マメ科樹⽊は窒素固定による窒素
の供給源となり、根からの窒素吸収により環境外
への窒素溶脱量を減少させる。よって、マメ科樹
⽊は本地域の「地上」と「地下」を繋ぐキーワード
となるのではないのか。はじめに述べたように農
地においては「地上」の⼈間と「地下」の⼟壌、「地
上と地下」を繋ぐ植物が物質循環で結びついてい
る。窒素循環における⼈間―植物―⼟壌間関係を
考察する際に、とくにカメルーン熱帯林では地上
（⼈間）と地下（⼟壌）を繋ぐマメ科植物に着⽬す
ることで、より詳細に窒素動態を明らかにできる
と考えられる。 
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5． 今後の展望 

活発な窒素循環の特徴を持つ熱帯林において、
マメ科樹⽊を伐り残すという⾏為がカカオ栽培に
適しており、持続的な作物⽣産を継続できる⽅法
であったと仮説を⽴て研究を⾏う。以上の研究を
遂⾏するためにフィールドワークに基づく焼畑農
耕⺠の栽培管理⽅法の定性的分析と農学・⼟壌学
的な化学分析と融合し、植⽣を含む⽣態系におけ
る窒素収⽀（地上・地下）、窒素循環にかかわる焼
畑農耕⺠の実践（地上）および⼟壌の窒素動態お
よび⼟壌微⽣物の窒素変換プロセス（地下）を分
析する予定である。とくに、マメ科植物に着⽬し、
樹⽊数や総主幹断⾯積の調査を⾏うとともに、植
物体の窒素含量やリターの量や質を分析する。ま
た、農耕⺠が窒素をどのように捉え、扱っている
かを明らかにするため、施⽤する窒素源（⽣態系
において窒素源となるさまざまな物質）や、その
施⽤⽅法と頻度、施⽤する期間についての観察や
聞き取り調査を⾏う。同時に、マメ科樹⽊どのよ
うに捉え、扱っているかを明らかにするため、マ
メ科樹⽊の肥料減（窒素）としての認識や伐り残
す基準等の聞き取り調査も⾏っていく予定である。 
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■研究報告 
津波・放射能汚染被害地域におけるウナギ漁の
変容―福島県浜通り北部 T さんの事例から 
 

佐藤 重吾 
東北⼤学⼤学院環境科学研究科 

北海道⽴北⽅⺠族博物館 
 
 
1. はじめに 

2011 年に発⽣した東⽇本⼤震災、とくに⻑引く
放射能汚染による負の影響が今なお⾊濃く残る領
域として、野⽣⾷物（wild foods）に関する諸問題
がある。農地や宅地と異なり⼗分な除染が⾏われ
なかった⼭地や森林、そこを流れる河川の⼀部で
は、いまも⼀般⾷品の基準値 100Bq/kg を超過する
⽣きもの（＝⾷べもの）がみられ、その摂取や出荷
をめぐっては特別な制限が課せられている。 

 本稿では、こうした野⽣⾷物をめぐる諸問題の
うち、川で⿂をとることをめぐる状況の変化につ
いて、ある⼀⼈の川漁師に着⽬して論じる。淡⽔
⿂類の放射能汚染については、餌を介した汚染の
メカニズムに関する⽣態学的研究が進められるな
かで、海⽔⿂と異なり浸透圧の関係から放射性セ
シウムを体内に保持しやすい傾向があることなど
が報告されている（Wada et al. 2019）。⼀⽅、被災
した地域における震災後の漁業に関しては、川島
秀⼀による⼀連の報告（川島 2021 ほか）をはじめ
として少なくない数の質的研究があるが、これら
は 主 に 海 ⾯ 漁 業 を 事 例 と し て き た （ 例 え ば
Takahashi 2023）。震災後の内⽔⾯漁業については、
漁協への経済的被害に関する研究（⼤森 2017、⼩
祝 2021）等がみられるが、海⾯漁業に⽐べ経済的
に規模が⼩さく被害が可視化されにくいことも⼿
伝って、川−⼈間−川の⽣きもの（＝⾷べもの）の
関係の変化について、フィールドワークに基づき
具体的に論じた研究はいまだ多くない。そこで以
下では、福島県沿岸北部で⾏われてきたウナギ漁

を事例として、現地の川漁師 T さんに着⽬しなが
ら、震災以前の漁をめぐる状況とその震災後の変
化について短い報告を⾏う。 

 
2. 調査概要 
筆者は 2022 年から福島県の太平洋沿岸、通称
「浜通り」地⽅のなかの、とくに放射能汚染の被
害が⽐較的⼤きかった北部地域で内⽔⾯漁業に関
する調査を⾏ってきた。ここで「浜通り北部」とい
う語が指す地理的範囲は、概ね北は宮城県境の新
地町から、南は福島第⼀原⼦⼒発電所がある双葉
町・⼤熊町の辺りを指すが、このエリアは以下で
紹介する川漁師Ｔさんのもともとの漁場、つまり
2011 年の震災直前期まで彼が川漁を⾏っていた地
域であった。 

本報告の主⼈公ともいえる⼈物、川漁師の T さ
んと初めて出会ったのは 2022 年 9⽉のことで、た
またま泊まった旧避難指⽰区域内にある旅館の主
⼈からの紹介であった。以来、2025 年 3⽉まで断
続的に T さん宅に通いインタビューを⾏ってきた
ほか、T さんと共に実際に川のなかへ⼊り⿂をと
る、漁場を歩く、といったかたちの参与観察を⾏
ってきた。 

 
3．Ｔさんと⽗とウナギ漁 

T さん（男性）は昭和 21 年、現在の福島県南相
⾺市に⽣まれた。⾼校を卒業したのち旧国鉄に⼊
社し技師として常磐線沿線を転々としたが、本業
の傍ら、転勤先でも川漁を⾏ってきた。仕事を退
職してからも川での漁、とくにウナギ漁は現在ま
で継続しており、専業漁師であった期間はないも
のの、川での漁歴は 65 年以上となる。 

T さんの川とのかかわりを考えるうえで、彼の
⽗の存在は⽋かすことができない。「あの親⽗がい
て今の俺があるんだよ」。T さんは⾃⾝と⽗との関
係をそう表現する。T さんの⽗は、終戦後の社会
的・経済的混乱のなか、川や池の⽣きものをとっ
て⽣計を⽴てた漁師/猟師であった。とった獲物の
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数量に応じて現⾦収⼊が得られる漁/猟は、終戦後
の厳しい状況下で⽣活していくうえで、当地域で
は⽣業としての⼀つの選択肢だった。Ｔさんによ
れば、浜通り北部にはこうした準専業的な漁師/猟
師が T さんの⽗を含め 15 ⼈ほどいたという。こう
した漁師/猟師たちは、とってきた獲物を買い取る
様々な業者（例えば動物の⽪を扱う太⿎屋、ウナ
ギ屋、寿司屋、蛇屋など）や、常磐線を使って⿂を
⾏商する売り⼦などとともに地域的な経済圏を形
成していたと考えられる。 

とはいえ、そうした漁/猟で⾝を⽴てる⽣活の仕
⽅は誰にでもできるものではなかった。T さんの
⽗の場合、彼が松川浦（同じく浜通り地⽅、相⾺市
東部にある潟湖）近くの⽣まれで、幼い頃から川
や浦での漁に親しんできたという素地があっての
ことだった。 

T さんの⽗は、ウナギ、ドジョウ、シジミ、⾷⽤
ガエル、イタチ、タヌキ、マムシなど、実に様々な
⽣きものをとって⽣活したが、これらのなかでも
⾦銭的に価値が⾼く資源量も豊富だったのがウナ
ギ（ニホンウナギ）であった。T さんも幼いときか
ら⽗の漁/猟に連れられてともに働き、⾼校⽣にな
る頃には上記の⽣きものをとるための技術を⼀通
り⾝に着けたという。そして前述したように、T さ
んは現在に⾄るまで浜通りでウナギをとり続けて
いる。 

 
4．「浦（うら）」と漁場 
ＴさんやＴさんの⽗が漁/猟を⾏ってきた空間

とはどのようなものだったのだろうか。ここでは
とくにウナギの漁場について考えてみたい。 

福島県浜通り北部の⽔景観を特徴づけるものと
して、かつて沿岸部に多数点在していた「浦」と呼
ばれる汽⽔の内海の存在がある。そこでは、「浦」
という地理的・⽣態的空間を利⽤した独⾃の漁法
が受け継がれてきた（南相⾺市博物館編 2008）が、
T さんや彼の⽗がウナギ漁を⾏ってきた漁場の環
境も実はその延⻑にあると考えられる。浜通り北

部の「浦」は昭和の初め頃までにはその多くが⼲
拓され農地化したが、もともと海と陸が川の流れ
を通してせめぎ合う低湿地帯であるため、T さん
によれば、微視的にみると「浦」地形の名残がその
後の時代も川の河⼝部などにみられた。T さん⾃
⾝はこうした地形を「たまり」と呼んでいる。 

具体例をみてみよう。T さんが⽗を⼿伝い、現在
でもウナギとりに通っている S 地区は、浜通り北
部を流れるとある河川の最河⼝部に位置している。
江⼾末期頃の成⽴とされる絵図をみてみると、Ｓ
地区にはもともと 3 本の川が合流するかたちで広

がる「浦」地形があったことがわかる（写真 1）。 

この「浦」もやはり⼤部分がのちに⽔⽥となった
が、曲がりくねる流路のカーブの内側に、潮の満
ち引きと相関しながら⽔位が変わる汽⽔の「たま
り」が部分的に残された。こうした「たまり」で
は、陸地が緩やかに川へ落ちることから川の中へ
のアクセスが容易であったため、後述するウナギ
の筒漁には都合のよい微地形であった。T さんに
よれば、時代的な変遷はあるものの、S 地区の「た
まり」は震災の直前までみられたという。 

また、S 地区に虚空蔵菩薩の信仰があったこと
も⾒逃せない。当地ではウナギは虚空蔵菩薩の使
いとされており、誰もとるものがいなかったため、
T さん⽗⼦が漁をするにはうってつけだった。 

 

 
写真 1 江⼾末期頃の S 地区の「浦」地形 

（『相⾺領域沿岸図』（岩崎真幸⽒所蔵）より） 
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5．ウナギの漁法 
 T さんがウナギをとる⽅法には、⽳釣り、置き
針、ウナギカキ漁、チンショ（『沈所』か）漁、網
漁、筒漁（『フクベ』『タケツボケ』とも）などのバ
リエーションがある。これらは必要とされる道具
や技術、知識といった点でそれぞれ異なるもので
あるが、紙幅の都合上、ここでは T さんが最も⼀
般的に⾏っている筒漁に絞って概観する。 

ウナギの筒漁は、節を抜いた⽵を 3 本束ねて川
に沈め（このとき川底に打ち込んだ杭につなぐ）
ウナギが⼊るのを待ってからそれを引き上げる⽅
法である。筒漁は⼀つの仕掛けで⼀度に複数匹と
れることも少なくないため、最も効率的にウナギ
をとることができる漁法の⼀つとなっている。 

ウナギの筒漁では、筒を⽔中に沈める必要があ
ることから、当然のことながら漁師は胴⻑を着て
川のなかへ⼊らなければならない。⽔位は潮汐の
影響を受けるが、基本的に⽔の流れが穏やかなタ
イミングをみて漁を⾏う。ただし、外から流れを
眺めることと、⽔の中で流れを感じながら歩くこ
とのあいだには、経験の質という点で⼤きな差が
ある。例えば、川の底には泥が堆積しており、体の
バランスを崩さずに歩くには⼀歩⼀歩の慎重な体
重移動が求められる。また、なるべく⽔流を体の
正⾯に受けないように体を斜にして移動しなけれ
ばならないほか、濁って⾒えない⾜元の障害物に
も常に注意を払う必要がある。 

筒漁では基本的に餌を⽤いないため、どこに、
どのように筒を置くかが決定的に重要となる。換
⾔すれば、ウナギが住みよいような「場所づくり」
（⼀種のドメスティケーションともいえる）の視
点が肝要なのであるが、T さんいわく、ウナギの
筒を置くとき考慮しなければならない⽔中の条件
として、1）酸素量、2）⽔温、3）暗さ、4）「ノロ」
（泥）の状態、などがある。またこうした条件を前
提として、その場その場の⽔流や⽔深、⽔中の微
地形に合わせて、なるべく適当なかたちで筒を配
置する必要がある（位置、⾼さ、⽔流に対する向き

など）。その実態はポイントごとに様々であるが、
T さんによれば⼤きなウナギが⼊る条件の良い場
所は決まっているため、そういったポイントをい
かに探し出すか（と同時に『作り出すか』）が、筒
漁にとって最も重要な点となっている。 

 
6．震災後のウナギ漁の変化 
 2011 年の震災時、Ｔさん宅は幸いにも津波被害
を受けなかったものの、およそ 1 年のあいだＴさ
んは家族と共に県内外を転々とした。放射能汚染
被害を受けての⾃主避難であった。浜通り北部の
家に戻ってきたのは 2012 年のことで、帰宅後早く
も川へ漁に出たという。当時の⼼境について、Ｔ
さんは「川の中の放射能の、⼀番気になってんの
は⽣きものたちだよな」と振り返る。その⾔葉ど
おり、すぐに川でとった⽣きものたちの放射能測
定を⾃主的に始めた。また、所属する内⽔⾯漁協
を通じて県や研究機関へモニタリング⽤のサンプ
ルの提供も並⾏して⾏ってきた。 

震災直後に外部から⼊った様々な⼈々とのあい
だで新しい関係が⽣じた⼀⽅で、途切れてしまっ
た関係もある。その⼀つが、それまで川でとった
ウナギを納めていた地元のウナギ屋や寿司屋との
関係性であった。これらは⽗の代から付き合いが
あった馴染みの店であったが、汚染の問題が顕在
化するなか、川でとったウナギを販売することが
できなくなったことが主な原因であった。また、T

 
写真 2 T さんの筒漁の様⼦。筒を傾け⼿網で中のウナギを受

ける。 
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さんがとるウナギは誰にあげても喜ばれるような
贈与の対象でもあったが、震災後は「必ず、（放射
能を）測ってから」、出た数値が基準よりも下であ
ることを確認したうえで贈るようになった。なお
東電からの賠償には対個⼈のものと漁協を通じて
のものの⼆種類があったが、どちらも限定的な内
容であった。 

 T さんの漁場に対する津波の影響も甚⼤であっ
た。⼀つ⼀つ詳述はできないが、T さんがこれま
での⼈⽣のなかで継承あるいは開拓してきた個々
の漁場には、それぞれに「場所」の物語があった。
しかし、1）原発周辺の⽴ち⼊り規制で⼊れなくな
った、2）津波の影響で地形が⼀変した、3）放射能
汚染の影響で筒を置かなくなった、といった理由
から、かつて通っていたが今はもう⾏かない（⾏
けない）という漁場は少なくない。また、T さんが
「（原発事故のあと）地元の川、⼤きく漁場変わっ
たよ」と⼝にする際の「変化」には、津波そのもの
による地形変化のみならず、海岸林や河畔林など
の植⽣変化、波が引いたあとに⾏われた種々の河
川⼯事、沿岸部の防潮堤建設、排⽔機場をはじめ
とする河川施設の整備といった変化も含まれてい
る。こうした川や漁場をめぐる環境の変化をうけ
て、震災以前に 600 セットほどあったウナギの筒
は、現在 400 セットほどに減少している（逆に、
この 14 年のあいだにそれほどまで筒の数を回復
させたともいえる）。 

 加えて、放射能汚染が漁協へ与えた影響も無視
できない。漁業法上、内⽔⾯の第五種共同漁業権
は漁業資源の増殖義務（放流、養殖など）と引き換
えに内⽔⾯漁協に付されるが、漁業権を⾏使する
主体であるはずの漁協が機能しなくなっているケ
ースが浜通り北部では多々⾒られる。福島県によ
れば、浜通り北部の内⽔⾯漁協の多くで、震災前
と同様の活動・運営が再開できていない状況が今
も続いている（福島県内⽔⾯漁場管理委員会 2025）。
事実、T さんが所属している漁協も原発事故の影
響により「漁業権の⾏使なし」という扱いになっ

ており、厳密にいえば、事例として紹介した S 地
区でのウナギ漁についても法的な位置づけが曖昧
になっている。またこうした問題のほかにも、福
島県浜通り地⽅の内⽔⾯漁協については、組合員
の離脱、経営状況の悪化、解散の可能性などが指
摘されている（⼤森 2017）。 

 
7．おわりに―どのように未来を描けるか 
 こうしたなか、T さんが所属する漁協ではここ
数年のあいだに運営体制の刷新が図られ、放流事
業を再開するなど新たな⼀歩を踏み出している。
T さん個⼈の川漁をめぐる状況にも今後新たな動
きが出てくるだろう。それでは、このように刻々
と変化する状況のなかで、地域の川と、⼈と、⽣き
もの（＝⾷べもの）の関係を、今後どのように考え
ていけばよいのだろうか。 

「ウナギ⾃体、数は遡上してる。ウナギが育たな
いのよ」と語る T さんは、流路そのもの以外にも
河川の周辺環境・⽣態系の豊かさが川漁において
は重要であることを強調する。T さんの話をヒン
トにすると、上記の関係の未来を描くための⼀つ
の鍵は「川づくり」という視点なのではないかと
思わされる。1997 年の河川法改正により、それま
での治⽔・利⽔に加えて、川に住む⽣きものを含
む⾃然環境と、流域の住⺠参加の視点が（少なく
とも法的には）河川⾏政に盛り込まれるようにな
った。これからの川と、⼈と、川の⽣きものの関係
を、川に住む⽣きものたちのことを考慮しながら、
地域住⺠を巻き込むようなかたちで構想し、それ
を実⾏に移せたとしたら、どのような地域の未来
が待っているだろうか。まだまだ障壁は多いが、
とくに今後川づくりの主体となっていくと考えら
れる当地域の内⽔⾯漁協の活性化は喫緊の課題だ
ろう。調査者として為しうることを模索しつつ、
今後の展開を追っていきたい。 
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■研究報告 
湖北の焼畑：気候変動の影響と対策 
 

⿊⽥ 末寿 
⽕野⼭ひろば／滋賀県⽴⼤学 

 

 
1. はじめに 

早い夏の到来と猛暑、⻑い残暑、豪⾬などの「異
常気象」がもはや通常化して久しい。この影響は
農業に広く及んでいるが、私たちの⼩規模な焼畑
においてもさまざまな影響を及ぼしている。⼀昨
年（2023）、⼭形県鶴岡では⾼温と旱魃で温海カブ
の⾚紫の発⾊が悪く商品価値がなくなってしまっ
た（江頭 2023）。徳島の祖⾕では焼畑ではないが傾
斜地で作るソバの実りが暑さのために通常の 4 分
の 1 に落ちたと⾔う（⿊⽥ 2023 年の聞き取り）。
私たちが⾏なっている滋賀県余呉での焼畑では、
⽇照りと⾍害が著しくここ数年は不作続きである。 

もともと焼畑は異常気象に弱い。⽇本の焼畑は、
通常、⽇当たりが良い傾斜地を利⽤し、⽕⼊れを
していったん裸地にして作物を播種する。このた
め豪⾬になると⼟壌流出を招きやすく、また⽇照
りになると、⽇射量を増す斜⾯の地表が過度に⾼
温になり乾燥も進む。したがって、焼畑を持続可
能な形で運営し安定的に収穫をあげるには、従来
のやり⽅を検討し、今⽇の状況に合わせた⼯夫を
する必要がある。すでに新潟県村⼭市⼭北町では
⽕⼊れ・播種の時期をこれまでの 8 ⽉上旬から 20

⽇前後にずらすことも多く、増加する害⾍に減農
薬で対処している（板垣 2022）。 

⼀⽅で、宮崎県の椎葉では 2023 年はソバがかつ
てない⼤豊作だった。野間直彦⽒は、椎葉の焼畑
地は標⾼が 900m と⾼いため、猛暑の影響をあま
り受けなかったようだと説明している。このよう
に、焼畑の⽴地条件が違えば異常気象の影響も異
なってくる。このことは、猛暑の被害にあった焼
畑地でも微環境の違いを利⽤すれば、それなりに

収穫をあげることができる可能性を⽰唆する。実
際、2023 年の私たちの焼畑では⼀⽇中⽇当たりが
良い場所より、午後に杉林の影になる場所の⽅が、
ヤマカブラ（地域の在来品種の⾚カブ）の出来が
数段よかった。 

本論では、私たちの焼畑でおきた⾼温などによ
る障害と⾍害とその対処法について述べる。対処
といっても微環境の利⽤や作付けの時期をずらす
といった簡単なことであるが、伝統的な焼畑のや
り⽅とは異なる点もある。また、平地の畑作にも
共通することもあるから知っておけば役⽴つこと
もあろうと考える。 

 
2. 焼畑の実践・調査地：余呉町中河内 

私たちは 2007 年より毎年、滋賀県⻑浜市余呉町
中河内の地先で焼畑をおこなってきた（増⽥ 2022）。
中河内は福井県との県境になる国道 365 号線の栃
ノ⽊峠以南の⼀帯を含む地域で、集落は峠から２
km南にある。集落周辺と焼畑にする場所の標⾼は、
410〜420m、2 ⽉に積雪深が 2-3ｍになる豪雪地帯
である。ちなみに 2025 年 2 ⽉は積雪深 3.2m、⼭
の雪が消えたのは 4 ⽉ 10 ⽇すぎで、それでも 10

年前より半⽉は早い。 

 
3. 中河内の焼畑と異常気象の影響 
先述したように焼畑の⽴地条件は異常気象の影

響を受けやすい。ここではそれを具体的に⾒てみ
よう。異常気象については⽇々経験していること
であり省略する。統計的な分析については⽂科省・
気象庁のサイトなどを参考にされたい。 

中河内における近年の集中豪⾬としては、2022

年 8 ⽉ 4・5 ⽇に 355mm の降⾬があり、そのうち
222mm が 5 ⽇の未明から朝の 5 時間で降った（国
⼟交通省データーベース）。これによって⾼時川と
集落東北の⽀流が⼟⽯と流⽊で堰き⽌められて集
落の中⼼部が床下浸⽔した。⼭間部では多くの⾕
川がえぐられ⼟砂が流出し、国道 365 号線は不通
になった。私たちが焼畑を⾏った 17ヶ所のうち 1
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ヶ所で上⽅から⼟⽯流が下って中程度の崩壊がお
きたが、焼畑が崩壊やその拡⼤の要因と⾒られる
場所はなかった。その当年に伐開し⽕⼊れを待っ
ていた焼畑では⼟壌流出はなかった（ただし 2023

年に上部からの⽔流で東南部斜⾯が崩壊）。これは
⽔みちができる凹みがある⼟地を焼畑地として選
定しないことが第⼀にあるが、後述する対策も効
いていると思われる。 

より厄介な問題は、先⼈も経験していない夏の
⾼温と残暑である。これまで焼畑の良地とされて
きた⻄向き斜⾯（斜度 30-35 度）では、7、8 ⽉の
ありふれた気温 30℃前後の快晴⽇（⾵速 1-2m ）
の 15 時以降 16 時 30 分ごろまで裸地の地表温度
が 62℃を超える。ヤマカブラはこの状態が１週間
も続くと枯れるが、同地の雑草の陰では 36-40℃で
20℃以上も低く、ヤマカブラも⼗分⽣き延びる。
ちなみに同条件⽇・同時刻の平地の畑では裸地の
地表温度は 51-55℃。この温度では⽔やりを⽋かす
と、⾼温に強いはずの唐⾟⼦が枯死する。しかし、
畑地の草陰の地表は 32-35℃で気温に近く、⽔やり
をしなくても多くの作物が⽣き残る温度である。 

⾼温下の焼畑と畑の観察で分かったのは、腐葉
⼟や細かい⼟が 50℃以上の⾼温に⻑くさらされる
と細かい粉様の状態になり（粉体化と呼ぼう）、⽔

を弾くことである。焼畑の⼟壌が粉体化すると、
少々の⾬はその表⾯を流れ落ちるだけである。表
⾯の⼟壌が湿ったように⾒えても、その下には染
み込んでいない。流れ落ちる⽔を⼟壌に染み込ま
せるには⽔を留める等⾼線沿いの細い溝が有効で、
また、間引き菜を移植する時には苗まわりに⽔が
溜まる凹みを作っておくのが良い。草やツルの根
も⽔を留める。⽔が留まると、粉体化していても
やがて⼟壌に染み込む。 

 
4．2023 年夏：⽇照りと⾍害と対策 
 2023 年の焼畑の作業歴と⾬量を下図に⽰した。
播種後に数 mm の降⾬があったが、それ以前の⽇
照りが⻑く、ほとんど発芽しなかった。10 ⽇後の
⼤⾬で⼀⻫に発芽したが、その後の⽇照りで多く
が枯死。⽔やりと種⼦の追い播き、間引き苗の移
植で対応するも、9 ⽉に⼊ってコオロギの⼤発⽣
と 9 ⽉下旬にハイマダラノメイガ（ダイコンシン
クイムシ）（以後メイガと略）の⼤量発⽣で苗の半
分ほどが被害を受けた。メイガは作物の成⻑点を
⾷い荒らし成⻑を⽌めてしまう。8 ⽉ごろから発
⽣し残暑が続くと繁殖を繰り返し激増する。対策
としては早めに⽊酢の希釈液を散布して産卵に来
させないのが良いとわかったが、すでに遅かった。 

 
図 2023 年夏の⾬量と⽇照り・⾍害 
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 コオロギは裸地の地下に潜り込み夜に芽を跡形
も残さず⾷べてしまう。⽊酢は役に⽴たない。空
梅⾬の年に多く発⽣するが、近年は梅⾬とは無関
係に⽇照りが続くと⼤量発⽣し、残暑が続くと激
増する。この対策も早めが良く、ゴキブリホイホ
イを１アール当たり 20 個以上仕掛けて捕獲する
（野間⽅式）。他には、私たちは防⽕と獣害防⽌に
トタンを焼畑に張り巡らすのだが、できるだけ下
端の隙間を無くして外部からのコオロギの侵⼊を
防ぐと良い。 

 これらの⾍害は昔もあったらしいが、⽬⽴つほ
どではなかった。焼畑でのコオロギの⾷害は 2011

年に初めて現れ⼤きな被害をもたらした。しかし
その後、ゴキブリホイホイが必須になったのは
2019 年ごろからである。メイガの害は 2023 年か
らで、2024 年は 8 ⽉末にメイガが出たが、あまり
の暑さのせいか、9 ⽉に⼊って消えてしまった。⼀
⽅、コオロギは 9 ⽉いっぱいまで若齢幼⾍が⼤量
に発⽣した。捕獲してもトタンの隙間から侵⼊し
てくるので、ゴキブリホイホイを 4 度追加した。 

 2023 年の作物はヤマカブラと宮重⼤根とソバで、
⾼温で⼤根とソバはほぼ全滅、ヤマカブラは例年
の 3 分の１しか収穫できなかったが、2 時以降に
南の杉林の影になる場所ではヤマカブラの出来は
⽐較的良かった。これまで焼畑に良いとされてい
た⻄⽇があたる⼟地が暑すぎて不作、陰になる⼟
地がむしろ良いという結果は、焼畑農法の基準を
⼤きく変える出来事だった。 

 
5．熱帯アフリカの焼畑に学び⽇本で⼯夫する：⽇
照りと豪⾬への対策 

私たちは焼畑を中河内で始めた当初から、労⼒
をあまりかけられないことと、⼟壌流出を最⼩限
に抑え、植⽣の回復をスムーズにするために、ツ
ルや草の根をある程度残すようにしてきた。この
やり⽅は、中河内の焼畑経験者に評判が悪かった。
と⾔うのも、昔は作付⾯積を増やすためと、２年
⽬の利⽤時にほとんど除草しなくて良いように、

草の根などをできるだけ除いていたからで、それ
に⽐べると⼿抜きと映るのは否定できないからで
ある。しかし、近年の異常気象ではそれがはっき
りした意味を持つようになった。 

 実は私はこの「⼿抜き」をボノボ研究で訪れた
ザイール（現コンゴ⺠主共和国）で学んだ。コンゴ
森林中央部の焼畑農耕⺠は、焼畑地に⼤⼩の伐採
⽊が転がったまま⽕⼊れし燃え残りを残す。除草
も初期に数回するだけだ（「⽚付けない焼畑」：⿊
⽥ 2002）。隣り合う焼畑との境界の草⽊も刈らな
いし、周囲から侵⼊するパイオニア種の実⽣も、
伐採⽊の切り株の傍芽も⼤⽅放置する。しかし、
それらには⼤事な役割がある。転がった⽊は、薪
として切り取られて無くなるまでにバナナやヒョ
ウタンの苗を強い⽇差しから守る陰と湿気を提供
する。焼畑の世話と薪とりは⼥性の仕事で、彼⼥
たちは作物の育ちに合わせるのか、ゆっくり少し
ずつ燃え残りを薪にしていく。 

 ⽚付けない焼畑は燃え残りの⽊が転がって、作
物の混栽に森の樹種が混ざって雑多で、美しいと
は⾔い難い。しかし、⽣活を⽀える複数の作物を
育て、⼟壌流出を最⼩限にし、植⽣の回復を速や
かにする合理的なやり⽅である。スコール時に新
しい焼畑を⾒ると、泥⽔が流出するが、それでも
焼畑に残された⽊やいち早くはえた草⽊の葉が叩
きつける⾬滴から地⾯を守り、⾬⽔の流れをあち
こちで⽌め地⾯に浸透させているのがわかる。残
された伐採⽊や除草しない草⽊が⽇差しと豪⾬か
ら⼟や作物を守っているわけである。 

 こうしたことがわかったのは、私がコンゴ森林
でも⽇本の畑と同じように綺麗にしたサトウキビ
畑を作って失敗したからである。⼟壌流出と地温
上昇を防ぐためにサトウキビの苗の元に置いた草
は強烈な⽇差しでちぢれて⽷のようになって消え、
カチカチになった⼟壌は豪⾬で削られ、サトウキ
ビは育たなかった。その時の焼畑の地⾯が 60℃ほ
どあったことを思い出す。その失敗から学び、3 度
⽬に作ったさとうきび畑が成功してボノボの餌付
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けに繋がった。⽇本列島の夏が熱帯化しつつある
とすれば、熱帯での在来農法から学ぶことが多い
はずである。 

 最後に⾼温と豪⾬に備える焼畑のやり⽅のエッ
センスを箇条書きにしておく。⾆⾜らずのところ
は⿊⽥（2022）を参考にしてほしい。 

 
1）⾼温と乾燥対策 

○北⾯や東⾯を焼畑地にする。南⾯や⻄⾯では⽊陰
などを利⽤する。⽔みちを上部で曲げて回避させ
ることができれば、涼しい⾕合いを焼畑にしても
良い。ただし、いずれの場合も、⼟壌の肥え⽅と植
⽣を吟味し適地か否かを総合的に判断すること。 

○播種期を従来より 10 ⽇-半⽉程遅らせる。中河内
では、カブやダイコンは 8 ⽉上旬か遅くとも盆明
けには播種するのが慣わしだったから、8 ⽉下旬
が良いことになる。ただし、どこであっても 9 ⽉
初めより遅れると、カブも⼤根も⼤きく育たない。 

○作物の混栽と雑草の適当な利⽤。地⾯の⾼温化を
防ぐには⽕⼊れ後の裸地をできるだけ速やかに無
くすのが⼀番である。イタドリ、ヨモギ、カヤ、シ
シウドなどの根を全て取らないようにすれば、い
ち早く葉を出して作物の芽吹きを炎天から守る。
これは⾔うなれば、作物と雑草の混栽で、作物の
成⻑に合わせ、適時草を刈れば良い。草やツルの
根は⾜がかりにも、⽔留め装置にもなり、耕作放
棄後の植⽣回復も早くなる。草を残すことでの減
作より、利点の⽅が⼤きいと考えるべし。作物同
⼠の混栽も裸地⾯積を減らすのに役⽴つ。 

○等⾼線沿いに細い溝を何本か切る。少降⾬や⽔や
りの⽔を地⾯に有効に浸透させるし、作業の⾜掛
かりにもなる。 

○焼畑を⼩規模に収め、縦を 20m 以上にしない。
これは私たちの焼畑地に限る条件かもしれないが、
これまで⻄向き斜⾯で縦が 25-30m になる焼畑で
は、上部の 5-10m が乾燥し作物が取れないことが
多かった。また、⾼低差を作る縦⽅向が⻑いと作
業負担と危険も増す。 

○播種前（地域によっては播種後）の鍬打ちを 5cm

程度に深めにし、作物の種を深植えにする。深植
えは根を⾼温と乾燥から守る。ただし、カブの種
は 5cm の深さに植えても地表に双葉を出すが、ダ
イコンや⼀般の野菜は深植えにすると発芽が低下
する。 

 
2）豪⾬対策 

○⽔みちができる地形を避ける。ミゾソバ、カヤツ
リグサ、スゲが⽣えている場所は地下⽔脈が浅く、
⽔みちがなくても⼤⾬の時には全体が川のように
なるし、⼟地も痩せているので避ける。 

○焼畑予定地の上部を観察し、⽔みちがあれば焼畑
に向かわないよう⽅向を変え、できれば分散させ
る。 

○縦が⻑い焼畑を避けることは、裸地を⽔流が流れ
下る危険を低下させることにもなる。 

○草やツルの根を残すことや等⾼線沿いの溝切り
は、⼟壌流出の低減にも役⽴つ。 

○深植えも⾬で種⼦が流れるのを防ぐ。ただし豪⾬
になると深く鍬打ちした場合は⼟壌流出を増す場
合もあるので⼀⻑⼀短である。 

 

 
⽂献 
国⼟交通省データーベース⽔⽂⽔質観測所中河内 

http://www1.river.go.jp/cgi-

bin/SiteInfo.exe?ID=106041286603010  

板垣喜美男 2022「「灰の⽂化」が育む⾚カブ栽培−新
潟県村上市さんぽく⼭焼き⾚かぶの会」鈴⽊怜治・
⼤⽯⾼典・増⽥和也・辻本侑⽣編著『焼畑が地域を
豊かにする：⽕⼊れからはじめる地域づくり』90-

101⾴、実⽣社。 

江頭宏昌 2023「2023年夏の⾼温が畑作物に及ぼした
影響」『松伯』第 997号（令和 5年 10⽉ 15⽇号）
6⾴。 

⿊⽥末寿 2002『⾃然学の未来−⾃然との共感』弘⽂
堂。 
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⿊⽥末寿 2022「余呉の焼畑を発展的に受け継ぐ」鈴
⽊怜治・⼤⽯⾼典・増⽥和也・辻本侑⽣編著『焼畑
が地域を豊かにする：⽕⼊れからはじめる地域づ
くり』159-172⾴、実⽣社。 

増⽥和也 2022「余呉の焼畑プロジェクトと「⽕野⼭
ひろば」」鈴⽊怜治・⼤⽯⾼典・増⽥和也・辻本侑
⽣編 『焼畑が地域を豊かにする：⽕⼊れからはじ
める地域づくり』147-158⾴、実⽣社。 
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■研究報告 
フィールドワークの導⼊としての 
漁業体験と漁業後継者問題 
 

渡部 鮎美 
⻘森公⽴⼤学 

経営経済学部地域みらい学科 
 

 
1. はじめに−フィールドワークのカリキュラム 
 ⽇本では 2000 年代初頭から児童・⽣徒が⾃分た
ちの⾝の回りの社会や⽣活のなかから問題を⾒つ
け、⾃主的に課題を設定して情報を収集し、整理
や分析を、まとめて発表をする探求学習が⾏われ
てきた。具体的には 2002 年から⼩中⾼の各学校で
本格的に実施されている「総合的な学習の時間」
で探究学習が⾏われている。2022 年には「総合的
な学習の時間」が⾼等学校で「総合的な探究の時
間」と改称され、設定されている。 

 ⽂部科学省の「総合的な探究の時間」学習指導
要領（平成 30 年告⽰）解説においては「段階的な
積み上げ」の上にフィールドワークを展開する必
要性が説かれている。⾼等学校でのフィールドワ
ークも「段階的な積み上げ」がなければ効果的な
学習にならず、⽣徒の「体験の積み重ね」が⾜りな
ければ、そうした状態を考慮することが必要とさ
れている（⽂部科学省 2019,106）。 

 現在の⼤学でのフィールドワークにはこうした
総合的な学習の時間や総合的な探究の時間でさま
ざまな体験やフィールドワークを経験してきた学
⽣たちが参加している。そこで、本研究では⼤学
の 1 年次配当科⽬のなかで実施したフィールドワ
ークの⼀つ、漁業体験を取り上げ、漁業体験を通
して⾒えてきたフィールドワークの導⼊としての
課題について考察する。また、漁業体験の事業⽬
的であり、⼤学のキャリア教育とも重なる部分で
ある漁業の後継者問題について検討する。 

 

2．調査⽅法 
本研究ではフィールドワークの導⼊としての漁

業体験と漁業後継者問題について論じるにあたり、
2023〜2024 年度の春学期のフィールドワークにつ
いて参与観察や聞き取り調査を実施した。フィー
ルドワークの導⼊としての課題については学⽣へ
の聞き取り、学⽣が作成した発表資料などの成果
物から分析を⾏った。後継者育成の問題について
は漁業体験の実施主体である⻘森県農林⽔産部⽔
産局⽔産振興課の資料および 2 年次に展開科⽬で
ある「知の挑戦Ⅰ」で調査実習を⾏う蓬⽥村で 2024

年に実施した漁業に関する聞き取り調査の内容か
ら検討した。 

 
3．フィールドワークのカリキュラム 

報告者が勤務する⻘森公⽴⼤学経営経済学部地
域みらい学科では 1 年次の春学期からフィールド
ワークを主体とする演習科⽬「⾃⼰の探求」（春学
期開講・必修・４単位）を実施している（表 2）。
この科⽬では 1 年次の全学⽣を抽選でゼミに配属
し、教員 1名に対し 7⼈前後の学⽣で各教員の設
定したテーマでフィールドワークを実施する。フ
ィールドワークは昼休みから 3、4限の時間（休み
時間を含む）を利⽤して⻘森市内や近隣の⾃治体
で 3〜４時間ほど（移動時間を含む）で⾏われる。
フィールドワークの実施前の講義では学⽣にフィ
ールドノートと画板が配布され、フィールドノー
トへの記⼊の仕⽅についても指導がある。 

5 ⽉初旬〜７⽉初旬にかけて実施されるフィー
ルドワークの内容は博物館⾒学や地域の⼈びとへ
のインタビュー調査、植⽣や地形の野外調査や防
災をテーマにした巡検など多岐に渡る。フィール
ドワークはゼミによって異なるが、3〜7 回実施さ
れ、宿泊を含むものもある。⼊学してまもない学
⽣を引率し、計画的にフィールドワークを体験さ
せなければいけないため、フィールドワーク先の
決定や交通⼿段の⼿配、調査スケジュールの調整
などは教員が事前に⾏っている。フィールドワー
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クのまとめとしてゼミごとに発表資料を作成し、
「⾃⼰の探求」の最終回で、その成果を発表する
報告会も開催している。 

報告者のゼミでは「⻘森県の漁業を知る」（2024

年度）、「⻘森県の⽔産業−海・川とともに⽣きる」
（2025 年度）をテーマに各年度で 3 回の漁業体験
と⻘森県庁での座学に加え、漁船や漁具を展⽰し
ている、あおもり北のまほろば歴史館を⾒学した。
さらに２ゼミ共同での東通村宿泊研修を⾏い、村
の漁業者からの聞き取りと漁港での釣り体験を⾏
った。 

 
4．漁業体験 

漁業体験は⻘森県が主催し、⻘森県農林⽔産部
⽔産局⽔産振興課企画・普及グループが実施して
いる事業である。⽔産振興課では漁業体験を受け
⼊れる漁師や漁業団体と体験希望者をマッチング
して漁業体験を実施している。広報活動はウェブ
サイトへの情報の掲載や県内の⾼校・⼤学、近隣
県の⼤学、⾸都圏で開催される就職フェアでのチ
ラシ配布等で⾏い、年間最⼤ 50名の参加者を募っ
ている。対象は漁業就業に興味があれば、性別・年
齢ともに不問である。体験内容は洋上での漁撈作
業、陸上での漁具補修作業（主に⾬天時）で、体験 

 

表１ 「⾃⼰の探求」のカリキュラム 
（2025 年度シラバス） 

 

時期 テーマと内容

テーマ： オリエンテーション

内容：　科目の概要やフィールドワークのスケジュール、注意点等について説明をする

テーマ： 研究紹介①

内容： 教員が行ってきたフィールドワークや研究内容について紹介をする

テーマ： 研究紹介②

内容： 教員が行ってきたフィールドワークや研究内容について紹介をする

テーマ： 研究紹介③

内容：教員が行ってきたフィールドワークや研究内容について紹介をする

テーマ： 研究紹介④

内容： 教員が行ってきたフィールドワークや研究内容について紹介をする

テーマ： フィールドワーク基礎実習

内容： フィールドノート、Web地図、GPSの使い方を実習形式で学ぶ

テーマ： フィールドワーク①

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク②

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク③

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク④

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク⑤

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク⑥

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： フィールドワーク⑦

内容： 青森市および周辺地域でのフィールドワーク

テーマ： 発表資料の作成

内容： フィールドワークの成果をまとめ、発表資料を作成する

テーマ： 成果発表会

内容： フィールドワークの成果を発表し、質疑応答を行う

第13回

第14回

第15回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

表２ 2018 年度以降の漁業体験の実績（県⽔産振興課提供） 

 

漁業種類
（体験メニュー）

2018 10⽉ 階上町 定置網漁業 8名 （県外男性）埼⽟県10代1名、岩⼿県40代1名、
新潟県40代1名、（県内男性）⾼校⽣5名

あおもり漁業の
魅⼒体験事業

佐井村、
むつ市（⼤畑）
中泊町（⼩泊）、 刺し網漁業、
深浦町 定置網漁業

ホタテガイ養殖業、
ホヤ養殖業

むつ市（⼤畑）、 定置網漁業、
⻘森市 ホヤ養殖業
⻘森市、 ホタテガイ養殖業、
野辺地町、 ホヤ養殖業、
中泊町（⼩泊） 定置漁業、刺網漁業

68名参加者合計

新規就業者
受⼊サポート事業

新規就業者
受⼊サポート事業

2019

新規就業者
受⼊サポート事業

2023 6、9⽉ 16名 （県内⼤学⽣）男性2名、⼥性14名

2024 5、6、8⽉ 20名 （県内⼤学⽣）男性8名、⼥性12名

2021 7、10⽉ 7名 （県内男性）20代2名、50代1名、⾼校⽣4名 あおもり漁業就業者
確保⽀援事業

2022 4、10⽉ 外ヶ浜町（蟹⽥） 4名 （県内男性）20代1名、
（県内⼤学⽣）⼥性3名

2020 10、11⽉ 定置網漁業 4名 （県内男性）⾼校⽣4名 あおもり漁業就業者
確保⽀援事業

11⽉ むつ市（⼤畑） 定置網漁業 9名 （県外男性）愛知県30代1名、（県内男性）30代
1名、40代1名、50代1名、⾼校⽣5名

あおもり漁業の
魅⼒体験事業

実施事業年度 実施⽉ 実施場所 参加者数 参加者内訳
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の参加費は徴収せず、救命胴⾐などは漁協等から
借りている。本研究で事例とする漁業体験は、2024

年度は新規漁業就業者受⼊サポート事業、2025 年
度は陸奥湾ホタテガイ変⾰コミット事業として実
施された。 

 
5．本学での漁業体験の実施 

本学では 1 年次の学⽣が履修する「⾃⼰の探求」
のフィールドワークとして 2024、2025 年の 5⽉初
旬から 7⽉上旬までに各 3 回の漁業体験を実施し
た（表 3）。体験は⼤学からの移動時間を含め、12

時 30 分〜16 時 30 分の時間帯で⾏われた。 漁業
体験では漁船への乗船、漁獲、調理などの作業を
⾏った（写真１）。⽔産振興課の職員は 2〜5 名で
体験の進⾏、撮影、記録などの役割を分担し、学⽣
の体験を⽀援した。体験中には漁協に所属する漁
師が講師となり、体験する作業の説明をするほか、
その場で学⽣の聞き取り調査に応じる場⾯も⾒ら
れた。また、漁業体験の前後どちらかで 1 回、県
庁で職員による県の⽔産業に関する座学講座が設
けられ、学⽣の漁業に関する疑問を解決し、理解
を深める機会になっている。 

 
6．フィールドワークの導⼊としての課題 

学⽣は両年度ともに漁業体験を通して、実際に
現場でものごとを学ぶフィールドワークのおもし
ろさに触れることができたと感じていた。学⽣の
報告資料では漁場の変化に対する漁師の対応から
知った⾃然との交渉術をはじめ、これまで漁業や
漁師に対して抱いていたイメージを改めるきっか

けとなった漁師の知識や体験について触れられて
いた。 

⼀⽅で、⽔産振興課や教員の配慮によって受⼊
体制が整えられた場で体験を実施したため、フィ
ールドでの試⾏錯誤や折衝が発⽣しなかった。そ
のため、ゲスト的な体験者として漁業や漁師の観
察をすることになり、主観的な視点から漁業を⾒
ることができなかった点は反省点である。しかし、
2025 年度の漁業体験では事業趣旨が変わった結果、
調理体験がなくなり、その分、漁師と話をする時
間が増え、さまざまな経験談を聞くことができた。
ただし、そうした経験談は「⾃⼰の探求」成果報告
会での報告では断⽚的な情報としてしか活⽤され
なかった。 

2024 年度の成果報告会では漁業体験に参加した
学⽣が「⻘森県の漁業の魅⼒とその発信⽅法」と
題して報告をした。その質疑応答の際に「漁師に
なりたいですか」という質問に対して全員が漁師
の魅⼒を肯定するものの、⾃⾝は漁師にはなりた
くないという本⾳を明かした。 

 
7．漁業後継者育成の上での問題 

2024 年度の体験では漁船に乗船し、⽔揚げ体験
や漁獲物を網から外す作業を経験することによっ
て、漁業の魅⼒よりも漁撈技術を体得する困難さ
や早朝からの労働が印象に残り、漁師という職業
が敬遠されるという側⾯があった。他⽅、2025 年

表 3 本学での漁業体験の実績 

 

年度 実施場所
漁業種類
（体験メニュー）

参加学⽣数 参加学⽣内訳

2024

2025

ホタテガイ養殖業、

ホヤ養殖業、

定置網漁業

ホタテガイ養殖業、

サーモン養殖業

⻘森市、
野辺地町

6名
男性2名、
⼥性4名

野辺地町、
蓬⽥村

7名
男性4名、
⼥性3名

 
写真１ 漁業体験の様⼦ 
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度の体験では悪天候の影響もあるが、洋上での⽔
揚げ作業は参加が限られた。体験内容も陸上での
収穫物の選別作業や養殖場での餌やり体験など軽
作業が多かった。そのせいか、2025 年度には少数
ではあったが、漁師という仕事に関⼼をもつ学⽣
もいた。しかし、保護者や地域の⼈びとからは学
⽣が漁業就業に興味をもつと、「せっかく⼤学に⾏
ったのに漁師になるの」と⾔われることもあり、
地域の⼈びとの職業観も漁業後継者育成の上での
障壁となっている。 

また、漁業体験を実施している地域では地元住
⺠以外の⼈を受け⼊れる素地があるが、そうでは
ない地域には後継者育成に取り組む前の課題があ
る。例えば、ホタテガイ養殖がさかんな⻘森県蓬
⽥村では⾃分が⻑年、資⾦をつぎ込んできた養殖
場は⼤切な財産であるし、⾮⾎縁者に譲りたくな
いという声が聞かれた。しかし、ホタテガイ養殖
業は多くの労⼒を費やすため、息⼦や娘につらい
仕事はさせたくないという思いから後継者にはし
たくないとも⾔う。さらに、漁業経営の成功事例
は属⼈的であり、⾃分の成功モデルを他⼈に薦め
られないという難しさを指摘する漁師もあった。 

 
8．おわりに 

このように 2024 年度、2025 年度の漁業体験を
含めて実施してきた本学 1 年次のフィールドワー
クは⼤学におけるフィールドワークの導⼊段階に
おける多くの課題を⽰してきた。そして、漁業体
験を通して、漁業後継者問題についても多数の課
題が明らかになった。まず、フィールドワークの
導⼊としての漁業体験の課題は学⽣が調査者とい
う⽴場になることはなく、体験者という位置にと
どまるものであったという点である。それであっ
ても、⾒学者よりも体験者は⼀段、進んだ⽴場で
あることから、フィールドワークの導⼊としては
⼀定の役割を果たしたともいえる。次いで課題と
なったのは学⽣が他⼈を観察するという視点にな
りがちであったことである。主観的な視点から漁

業や漁師を⾒なければ、このようなフィールドワ
ークは漁師から知識や情報だけを奪い取るような
⾏為にもなってしまう。 

冒頭に述べた⾼校までの探究活動でのフィール
ドワークでは事前に⽴てた問いをもとに課題解決
を⽬指す学習が展開されている。⼤学のフィール
ドワークでは現場で問いを⽴てることへの転換が
求められるが、その難しさは 1 年次のフィールド
ワークで実感させられた。さらに学⽣が⾼校まで
に得たフィールドワークの経験や⽣活体験の違い
は⼤きく、各学⽣にどのようなフィールドワーク
を「積み重ね」ていくかが、次学年以降の⼤きな課
題となっている。 

⼀⽅、漁業体験には環境学習やエコツーリズム
といった漁業就業者の育成だけに限らない⽬的や
効果がある（漁村⽂化協会 2001a, ⽥中 2007）。と
ころが、そうした体験でも「イメージ」を上書きす
ることに多くの労⼒を費やしている（漁村⽂化協
会 2001b,72）。 

本研究で事例として挙げたように漁業体験の内
容によってはイメージの上書きした結果、より漁
業就業が敬遠されることもあった。さらに、地域
の⼈びとがもつ⼤学進学者が就業するような職業
のイメージを書き換えなければ漁業への就業が妨
げられるという問題もある。 

以上のように本研究では漁業体験の実施を通し
て⾒えてきたフィールドワークの導⼊としての課
題について考察をしてきた。近年、⼤学教育にお
けるフィールドワークに関する多くの成果が刊⾏
され、さまざまな視点から学⽣へのフィールドワ
ーク教育について研究が蓄積されている（葉⼭
2023, 2024, 2025，増⽥・椎野 2021他）。本研究で
は漁業体験の事業⽬的であり、⼤学のキャリア教
育とも重なる部分である漁業の後継者問題につい
ても検討してきたが、フィールドワークによって
学⽣のキャリア観やそこに影響を与える地域の⼈
びとの声、漁業者の事業後継に関する意向なども
明らかになった。今後はフィールドワークの段階

30



⽣態⼈類学会ニュースレター No.31 
 
的な積み重ねについて検討するとともにフィール
ドワークとキャリア教育についても考察を深めて
いきたい。 

 
 
謝辞 
漁業体験の実施および実績データの提供について
は⻘森県農林⽔産部⽔産局⽔産振興課企画・普及
グループにご協⼒いただきました。 
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■研究報告 
ザンビア北東部の草原とマンブウェの農耕シス
テム 

笠原 望 
京都⼤学 

⼤学院アジア・アフリカ地域研究研究科 
 

 
1. はじめに 

ザンビア北東部には、かつてミオンボ林が広が
っていた。ミオンボ林は Brachystegia 属の樹⽊が
優占する乾燥疎開林である。⼈々はミオンボ林を
利⽤して、移動をともなう焼畑耕作を営んできた。
しかし、⻑期にわたってミオンボ林を開墾しつづ
けたことにより、ミオンボ林が劣化し、Hyparrhenia

属などのイネ科草本の多い草原へ置き換わったと
されている(Stromgaard 1990)。 

本報告の対象であるマンブウェの⼈々はバントゥ
系の農耕⺠で、主にザンビア北東部に居住する。18

世紀にバントゥ系であるベンバの⼈々が、現在の
コンゴ⺠主共和国からザンビア北部へ移動してき
たことで、マンブウェの⼈々は北東部へ居住地を
移動させたとされる(Watson 1958; Roberts 1973)。
マンブウェの⼈々は移動したのち、初期にはミオ
ンボ林を開墾する焼畑耕作を営んでいた。しかし、
過度な焼畑の開墾によるミオンボ林の減少にとも
ない、マンブウェの⼈々は草本を利⽤する農耕シ
ステムを発展させた (Stromgaard 1988)。 

ザンビアでは 1970 年代なかばから、政府が農業
の近代化をめざして化学肥料を使⽤する⾼収量の
ハイブリッド・トウモロコシ栽培を推進してきた
(Kakeya and Sugiyama 1987)。このトウモロコシ栽
培の普及によって、ザンビア北部のベンバ農村で
は、トウモロコシ栽培が現⾦稼得⼿段のひとつと
なるとともに、移動をともなう焼畑耕作から、化
学肥料を⽤いた常畑への移⾏が進んだ(Kakeya and 

Sugiyama 1987; ⼤⼭ 1998, 1999)。さらに、現⾦収
⼊源であるハイブリッド・トウモロコシ栽培へ男

性労働⼒が集中し、従来の⽣業構造に影響を与え
ることになった(杉⼭ 1988)。 

マンブウェの居住域でも、政府の補助を受けて
化学肥料とハイブリッド・トウモロコシの改良種
⼦が 1980 年代に導⼊され、農村で普及した(Haug 

1982)。しかし、農業投⼊材が普及した 1980 年代
以降のマンブウェの⼈々の農耕システムについて
現地調査は実施されていない。この報告では、1980

年代の農耕システムと⽐較し、2024 年現在のマン
ブウェの農耕システムの特徴を明らかにする。 

 
2．1980 年代におけるマンブウェの農耕システム 

ミオンボ林から草原へ置き換わった地域におい
て、マンブウェの⼈々は草地休閑と作物の輪作を
組み合わせた農耕システムを営んできた。マンブ
ウ ェ の 農 耕 シ ス テ ム に つ い て は 、 こ れまで
Watson(1958)や Stromgaard(1988, 1989, 1990)によっ
て明らかにされてきた。 

Watson(1958)と Stromgaard(1988, 1989, 1990 )によ
ると、マンブウェの⼈々は草原に鍬を地⾯に⽔平
に⼊れて表⼟を削るようにして掘り、その表⼟を
反転させて⼀箇所へ盛っていく。⽣育している草
本の地上部を内部にとじ込め、直径 1〜1.5m、⾼さ
0.7〜1.2m のマウンドをつくる。造成したマウンド
では草本が腐朽し、つくられた腐植が肥料として
利⽤される。耕作地では、造成されたマウンドを
平らにならしたり、再度盛り⼟をしたりして、5 か
ら 7 年にわたって使⽤しつづけたのち、その耕作
地は休閑される。また、作物の⽣育が良好な場合
には、最⼤で 10 年間にわたって使⽤することが可
能である。作付けする作物は主にトウモロコシや
シコクビエ、ソルガム、キャッサバ、インゲンマ
メ、ラッカセイがある。 

この農耕システムは、焼畑耕作と⽐較して耕起
や除草に労⼒が必要であり、⻑時間にわたる労働
時間のため、労働⽣産性の低さが指摘された。⼀
⽅で、森林を新たに伐採することがなく、草本を
すき込んで⼟壌性状を維持しつつ⼟地を⻑く使⽤
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することから、持続可能性が⾼いことが特徴であ
る!"#$%&'(($)*+,--.*+,,/0*"1(&2*3//45 。*

*

! "#$%& '

調査地はザンビア北部州ムバラ県である。ムバ
ラ県はザンビア北東部に位置し、隣国タンザニア
と国境を接している!図 +5。標⾼は +4// 〜+67/& で、
⾼原地帯である。明瞭な⾬季と乾季があり、++⽉
〜8 ⽉が⾬季、7 ⽉〜+/ ⽉が乾季となっている。*

調査村の 9 村はムバラ県の県庁所在地ムバラ
の市街地から約 +/:& に位置する農村である。隣
国タンザニアとの国境まで、約 3/:& の距離にあ
る。⼈々は主に農耕によって⽣計をたてている。

調査期間は 3/3; 年 ++⽉〜3/38 年 + ⽉、3/38 年 4

⽉〜+3⽉であり、9 村において参与観察および聞
き取り調査を実施した。*

'

(" )*)( +,-./012345 '

8<+．畑の種類と作物*

マンブウェ農村の畑を耕作⽅法で分類すると、
⼤きく 3 種類がある。⼀つは、鍬を⽤いて⼈⼒で
草本と表⼟を盛る⽅法である。この⽅法では、円
形のマウンドであるントゥンバ!=#>&?(5や、イミョ
ーロ!1&@%A%5と呼ばれる畝を造成する!図 35。マウ
ンドや畝は⾼さ /B6〜+B3&まで⼟を盛り、その上
部に作物を作付けする。*

耕作作業は ; 〜4 ⽉と +/〜++⽉に集中しておこ
なわれる。4〜, ⽉にかけての乾季には⼟壌が乾燥
して硬くなり、+3〜3 ⽉の⾬季には降⾬によって
⼟壌が重くなるため、⼈々はこれらの時期にマウ
ンドや畝を造成しない。マウンドや畝には、⾬季
はじめの ++〜+3⽉に作付けされる。作物は混作さ
れるのが基本であり、キャッサバやサツマイモ、
インゲンマメ、ヒマワリ、トウモロコシ!⾃家採種
した種⼦5が作付けされる。*

⼆つ⽬の耕作⽅法は、棃を⽤いた⽜耕である。
⽜に引かせる棃で耕作した畝だてしない平坦な畑
で、ワンバ!C(&?(5と呼ばれる!図 ;5。耕作作業は
乾季の終わる +/ ⽉末〜++ ⽉なかばにかけて実施

 
図 1 ザンビアの地図 右上の⾚⾊がムバラ県 
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図 2 造成されたマウンド(左)と畝(右) 

(左)マウンド：直径 1〜1.5m! !"#"$ " %"#$% & 

!右5*畝：幅 /B7〜+B7&!3/38年 6 ⽉撮影5*
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